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A20 中性子照射によりビスマス中に生成された＂ゃ。の分離法の検討
210 studies on the Separation of ~~-po from the Neutron Irradiated Bismuth 

十日本原子力研究所

廿日歪夏喜倉舗究所
矢島蛋使＋ o工藤 5,11 廿
Seishi Yajima, Kiyoshi Kudtl 

ビスマスを原子炉で照射したときできる mやo の固体気体反応や、ピスマス冷却剤中からの mrPo の

連続除去などの砥究を行うためには、 uop。の分離測定法を確立しておかねばならない。今回は上記

目的の基礎として、ピスマス中の瑾 o の分離測定法について最も単純なテルルによる共沈法を検討

した。

a 計数用の試料調整 a 計数は試料溶液 (HNQ'酸性） 0.1 叫を測定板にとり、赤外線ランプで蒸

発乾固したものを、比例計数管によつて行つた。アルミニウム、銅、ステン V ス、白金、銅板に銀シ

よび金メッキをほどこしたもの、アルミニウムを濃皿01 で処理したものなどを測定板に用いたが、ス

テンレス、白金以外の試料板では何れも蒸発乾固の途中で金属表面が侵され、再現性が悪く、この目

的のためには使用することができなかった。ステンレスと白金が測定板として用いられるが、白金で

は付着した＂叩 o が通常の化学処理で完全に除去することができず、数伶の＂叩 o が残り不適当であ

る。ステンV スが再現性もよく、安価で最も有効である。表面のよくみがかれたステン Vス板を石け

ん水汰よび蒸留水でよく洗浄し、試料のクリービングをふせぐため、シリコングリスの 1 '/Jベンゼン

溶液を一様に塗布したものに試料液 0.1•ヽを採取し、温度 5 o·c で蒸発乾固する方法が a 計数のため

の試料調製法として最もよい方法である。なお、テルル、ピスマスおの女の 220 呪な、 50µ9瓜程度

までは l!Op 0 の自已吸収は認められなかつた。

テルルによる＂全 o の共沈 種々の条件でのテルルによる”゜Po の共沈状況について検討した。

＂ゃ。汝よびテルルを含む HCl 溶液1/C Sn 0いを加えて、テルルを還元する。口別したテルルを熱濃

HNOaに溶かし、一定容として放射能測定を行った。その結果、 1N-H01 酸性では＂゜Po が 9 8 '/J共沈
する。酸の濃度が増すと共沈率は若干減少する。ビスマス 5, が共存するときは＂゜Po の共沈率は

＂゜9 2.5 '/Jとなる。 Po (l)捕集には還元剤として 8nC12を用いるのが最もよい。 NH 2NH!eは Po の共

沈率はわずか 1 '/Jである。したがつて、 NHl NH2はむしろテルルと llOp O の分離に有効である。 8 02 

では気体の発生速度が一定になりにくいため、再現性のある結呆は得にくヽ、共沈率も 8n Cl2より低

下する。以上の実験結呆から 21怜。の分離測定法としてつき•(l)操作を雖立した。
1 試料を溶かし、 6N-HC1溶液とする。 2. 十分量のテルルを加え、 8n011 を用いて還元する

3. 沈殿が凝縮するまで加熱し、 3 0 分放冷する。 4. 沈殿を口過し、充分洗浄したのち、濃 HN03

に溶かし、一定容にして、放射能測定を行う。

原子炉J R R - 1 で照射したビスマスについて本操作の適用を試みた。
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斉棘ー夫山碕紋也，°升.l:. 長
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用試吋 1-::: 供 1 3 衣め杞e クーゲ・，卜か 5 の在0)'.阿娃俗分雌もf式みた，
りーゲ＇、ットを揺酸に洛祁ざtたのす l司峙に生成、す 3 と芳え 5 れ： sー t怜去す 3 ため，

ほ I~．笙萄乾 1目ともセのぢ残戎も称誼蒻 I／｀鵞晶させ 3 、 Fe -++tキ旦体努／吟tザえたり力／

ァプモニァ水てfH t } ~Io に詞‘叶しフりし＜牙＝鉄方ば炉せ { A f、 Iy t度訳さf 1 

履 4‘ ら＇漬北了丸角シ'm t行ったの方，t I~忽に〗：：：ー／紅？ i虎）J上て 0,5 ~ I N 嘘酸 1-:: 衆i綽さt 1 

けた芸成t闊 1 すン交将樹昨 (P戸J似戸而 X 匂田型）す通設さゼ7. /<eサを Hいいにか足

肛去 1 } 1̀) )K 絨（＜．牙＝鉄っ牒駐t浪虚直疇晶ざせ (6 N). —{.1:c.), ＇くいが 5 H 砂Cf>'-{ Y< '1 

“止オ泊ぃェ厄付て抽オ～隙去 L 1 ，無オ旦体工-v t tりJ' '-'Z...らに『條又へ゜？卜，しf良’j足旧

祠町と］ 3 ナ1 パ虚？ ：モーウ L, 応夜中4` S Tパ出猜性桂J:: I」電婢折出士せ，哀的頑j
立用詮軒t f号つ：： L 令 1ーを知

今合[f 9 を図哨ぉ、上応肴糾折出パ闇了 3 町知f t叶町釦了した") iｷｷ J,{ ")結果につ＂ ?. 

荘告す｝。
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A22 RK タ・ノゲ外り 巧→維
＄叩伍珈し希 Aりー／ 0f炉 厄砂仇ね已

謬J、摩 m摩努蘇永丈、杯）h虚久， 0 三辻令l -
叩ぬ佐山杓叩•M心い曰aM1IN, Te叫ん狂 M-

1. サイク 1Jトロ‘..)で‘食展ロゲ｀ウムをJ街臀し．＇03Rh (d-,.2')t)．。＂3 の枝友応J.<.J• I) 江
戒‘し 1<’°”Ai a以）の煮桓佑、））レトフリー分粒ぅ去t玩免しノ P 線スヘ°クト）V測発）月言桐
国 3 ℃ても l勺釦財科長り番直こつ n て孜討した。銀が荻射釦叩元素の中て｀・トレーサ
一℃して）打ぃ 3 こてのま床 3 もd) IJ, I•"年）、外 1 (Iも 'I 0 /t,(2?0 d..)ノ II刈 (7.(A) I t r.‘A] 

（叩）な百‘があJ O‘•ヽ，手浪‘翔が比般的長く，~ ff. Rh がら庄成させれば摂叫みて••あ1, 1Jが

の文に1-,• 11 て，＇巧 lが有）町埠穫てあ 3 ℃秀｀えシり。徴澄銀q分離斌こしてほ，テルル
によ 3 描集法、塩化オー水鈍K よ 3 矢如去なも‘桟呑のか六があ 3 '1)‘]末研兒にお n てt1,

知ピオータリウムヘqヂ、i兄 K より主取ぷ今ロゲウムて分離ノついも・ンダりウムt酪化Vて
’そっ堪辱tエーデル佃止、レて／鋲t•7k万に残すこてにより I jt,、オ且イ床ヵ‘つ I'})砂フり

→'巧渭製すげ絃、t校対し砂結果む得T-:..
2. J)ヒ跨操い輯l砂ズに示すし
試料

墨茫： げ」誓ふ溢 ↓慧嘉て：だら砥
工ーテ Iし禅出

這凍 / \ 
砥↓水設化刀りウムi房．液 詞 I ¥ 
沈殿 ↓芦霜碍心）盆孟？紐＂’勺

し kk (. 0虹t咽）況）及支 沿応3m ↓、菱発汲器
↓塩酷 四紅切島JJPね り界比O'況

塩鼓殿）注澤液 i仇今l.

心遺作に 8 9 i恥た＇゜5A憶泥をアンモ＝ヤ＇｝丘してぶ8 上に＇電肴して）核物預）了的限l
走訊料t符1,r...

3. }',人..t.のご｀区して分離柑製心知到み、））VI、フリーd) I乞4d l)柑9 て捨也虚のハ

、ザ‘ン化りリウムヘの共i戸検討しに。そ遺晨ユ N 以下』釦紅辺Om;,Wよ ">T..Q直）
汲さ也 3 砕厄＇巧t渭 I}‘‘106x ：：幻只況さ屯 3 こ℃ D‘` 次い。 1 瓦 T文t如殿させる時
這 n た即鴻九 z知碍℃り）輝係直恥てみ K が， T) ℃与せの NaBr t加え 3 ℃ 100xrA 
K紅 c t : :. t..が次床たが，いい以戸）池 Bャ：））PL 3 研戸｀心訂 3 ℃ n ）括屎叶詐
。叩恥改- I I —/ 1J乙・ー遅）＼ログ以にタリウムヘの穀9J兄 l<. ついて埒 Ii了秩訂f

て＾ b J。

麟りふ 1記戻促鐸釦応し c IJ 1 が 1り釦択的ケ蔀1 行）こ乙'2\-~、ネ／鵡枚以下
孔日げい晨節今雛玖てして一般1/·l l 持っ乙方 L られ 3 心
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ロジウ h ター炉卜がらの放船狂 Iヽ°ぅジウ 4 9 倦担｛杢分輝
A23 C.o..rn'e.,----fr-e.-e.. Sep＾遠芦L of Ra心逗返 P^(I^d..- -fY'- 0れ

Rhod迅心 Tへra之七

0 下篤光・長尾博‘と
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A =loo 附迎の辰1-キ支0 しへ｀｀ IV も末定す 3 位費〇ー卸しし凡 Iぐうジウム～ 10 .3り躾邊·

令蒻(tt行なっt...

金底釈のロジウ u (< h- IO 3) にサ 1 クロトロン 0 If Me.V 7° ロトンせ賎射し 1，0ぅジ‘ウ LI ―
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I.醍l•生シ告：辰·じ｀ベラジウ“tギメサ，レク｀）オ守シ々鐙t羞'<- L (ク12.ロ木，し K こ‘抽出令紐

2. ロシヽ・ウぃ，ぺぅン｀•ウ A 函店t冷 1 オン支キ知叫 lこ吸着ざせてお々1 0̀ 2N tヒ謎ぐ心

ジウ LI O)汁t考出ざせて分紅：
I 

ヽ

3. 屯代アンモニウりを坪えて、｀゜ぅジウ々t鐸混 1 オン"- l 'Z.あ‘令ノ 稔 1 ナン這和那

社t逢 l 1./ rt 4 オンt trっ"t 1, '3ロレ‘•ウ«か 5 令徳佳 , 

等") 7f滋 a 試｀サt..

ルデニウ 4 1-=- c;(諌t懸りtしハ°ぅシ｀・り" -10 I (辛；；瓜難 8 L)/ (\°ぅし｀・ウムー (oo （半瑣’靭l(.t{)
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ゥとを令報tす 3 のに本しもとた 1科す a こ'l 11‘．．て‘t 3 
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A24 中性子照射讃化トリウムより u -2 3 3 の単離
Isolation of lに233 from Neutron-Irradiated Thorium Dioxide 

日本原子力研究所 石森富太郎〇渡辺賢寿 木村 幹

Tomitaro Ishimori, Kenju Watanabe and Kan Kimura 

酸化トリウムをJ' R R - 1 で 11 週間照射し、約 5 ヶ月冷却したのち、生成した u -233 を、

溶媒抽出法によりトリウム、および Pa - 2 33 から分離し、イオン交換樹脂法により精製した。

照射した酸化トリウムに、徽量の弗化ナトリウムを含む濃塩醸を加え、還流しながら加熱して溶

解した。照射トリウムの 4 ~6 買塩酸溶液から、 1 ％トリブテアオスフィンオキシドートルエン溶

液で数回抽出を行えば、トリウムは水相に残り、 Pa - 2 3 3 と u -233 は有機相に移る。次にと

の有機相をフツ化ナトリウムを飽和した 4 ~6N 塩酸溶液で数回洗う。フツ化ナトリウムを餡和し

た塩酸溶液と 1%Tll l' O との間の分配率は、プロトアクチニウムでは、塩酸のみからの抽出の湯
合に比べて、著しく小となるが、ウランにおいては、なお比較的高い値を保つ。したがつて数回洗

うことによって、 Pa - 2 33 の大部分は水相に移るが、 u -233 は有機相に残る。 u -233 の

逆抽出は、約 4N 酢酸でおとなった。最後に U - 233 (l)酢酸溶液を、 0.0 2 M のフツ化ナトリウ

ムを含む 0.1 N 塩酸溶流に変え、陽イオン交換樹脂によつて精製した。 0.0 2 M フツ化ナトリウム

-o.1 N 塩酸の約 5 0 叫で樹詣を洗えば、 Pa - 2 3 3 は殆んど除かれる。 2 N 塩酸 15ml により、

U - 233 を溶離した。

得られた試料は、“スペクトロメトリーにより、エネルギーを測定し、 u -233 であることを

確めた。
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A25 
焦長ク n マトグラフ法の石疋究可 天然放射体の枝理分難

Studies on the focussing chromatography VI, Nuclides separation of 
natural radioactive s曲stances.

広島大理 0 晶川珪 B月 大告＿詰岩垂芳男佐藤靖彦
Mutsuaki. SI-IINAGAWA, Akira OID部I, Yoshie IWAilARE, Yasuhiko SAID 

電極叩E離 22 仇，罷位勾匪c. 22. 7~454T／血，錯観離牲賜極窒茨o.l M H 伐）全昔形成，f曰陰極窒
液としては， ST  P, ;,西石酸 1 クエン酸ノ そ〇他の有枝酸のアンモニウムf羞及び E D 丁

A (0.025~o. I f1)についてしらべ花．用いた分離用飼料としてはラナ＇｀ウム標釈容夜，

ジオ・トリウム（釦珪体及び＇鈍甘令有） t征究の対象とした。

ラがウム穏’車溶夜につぎ S 丁 P を錯化和］ヒして行ったとまは、 5 分向 1-:: して柘昴t. rb + 

Bi僻が‘0月日象に分れるのが‘X 線フィ lレムによるオーtグラフ 1：：よって知られる。イ麦者は IO 分

復には Pb, Bi靡に分れる。 このことは非祐性の卜b, Biを用いて発~色法によって， その位置

屯筒単に追甜することもて＇’ぎた。なおこのビスマス 1ま 2IO 131 (5 日）の枝種て＂ある筈である

がら， 25 日後再ぴ宕鼻tヒったヒころ影像が認められなかった。 ざらに（＋）側 1::. 焦臭を

緒ぼなぃ雲朕歓光椴があリ，ー登夜すると哨える。 これについてはラドンなどの姪壽命て＂

化学，｝生の弱いものが一応考たられる。

クエン酸ァン毛ニウムt用し）た場合9 上述と同杯の現象のほか，

られるものt促人た。酒石酸 I古短豆時巾内に似屯単離するに適する。

の目的には不通券て｀、ある．

ラゲオ、トリウム試科 l：：ついて 1ま，明瞭な 3 罪すなわぢ悶T炉讃， Tl·B ("2Pb) 靡 TlX
（→a) 扁と後者にともなう要状靡とを宕暴によって認めた。 これらの定性は非裂I生枯種

による発色諧域の追罪，ラゲ‘ウム拭料における K叶P の｛立置ねビによった。
以.t.の各度験If) p H 岨住 通竜詩印，共荏物りと＂の影響についてしらべたヒころ述べると

共に，各枝種の前t度特·性t.オートグラフ技術ヒの関連する称子にも府虫れたい。

―
フ

B扉附並に P。―犀t考え

E D TA は各枝種分離

52 



A26 温泉水ヽ中の応 A の分離．定達ぅ去
ゅ... teYminAtion of ぬA ら Hot S pyヽ呵 Wヰげ．）

岡砧浮澤紅荘妍 彩、原、 がt
T&ke5hi Su3iharA. 

温敦水、ヤ，J)似 A r 足児玖（1 `累．田、オ紅山 1ミ＄って行われた一定時間絃過毎）2 試水を点窄

し その遺麦ヽか凡象を妍'·籾し（紫め］が払と、厄森 v. i)  1 3'/、研吸応浮．でん巫倍tm.e C知塙

液 ’l" 沙少，ずるガ沙か’也べられ 1 ヽ＇ 3, 烹，1J．桃山の方汝 1 1"挫仰ャ創析ヵ‘'べ’つか，．てあリ、

厄t入のう；広でJJ、 屁ガ’｀ヵ芍 I: jj豆とすれ 11抄虫ぅれ｝ ＃々れがあg. 3 久試’昔、として、

必炉四を使用して、、 3 ので、慕脊の際、＆A,,., oU＇／叫'3 四棒が打奇しぐうい）2 めにい

［襄t7＂ ｝ふ＇うれか’あiので、灌席 I ぶ体、 F,~ か紗虫さ h ないように． E P T A d) 2 ナトリウ

ム袖／）浣液を 5転加し、試保し (1 ｀ん＇―!，3- ルチん必ゲ“な元如4叱胚沿、を 1史厄）しし` hA 担出後

国＋ t菟発す；像、i所をし 1 迅 l戸をt出太 1 ・／;_·· t-;ウ<, l ん、 和を雑ぐに疫えて私A か柚

虫を行った誌屎、f'1-lガ‘"11 よリ、甚）くな 3 と、放加ft'E. 11'楕’人j 3 炉、 f: "J), A 1° よ 3 凡：／ fヽの

お＇さえか｀’万、ナ今ゴ，， r；；； 3 。

応し和A とが｀手衡 I→もした使 l ： ｀枝々な 3 }釦籾跨液 l汀パ、いの捗生晋を放柑 l 紅‘",
紐 2 紐.. N~H cc,J ~．卓 , F• え＋嘩／ M ク。 畷 L &2ヤ )'-00 況砕 1 NQ.,504 2 o 砂， HJ2t 

IO 円ん伐度の支At骨に対しては、 ナ今 I ： ｀和濃辰\:. &A 令〖とが直壕1刃休を示しれ．試｀
水の遼；L o、 2たり1.,. 9切で 1 よ R冷惰とにA 令嶺しの Iりに直壕 1月位：が成多が 3,

f.c. A 0)介雑足賣該 1.F次，，オ昂に行？-J;,., 火愈今液口／・トに 5 ／ヽ，， ·F D 1 A‘g, 1 ヤJ-リクム

極洗淡 5 cc をl:..り、昔衆級ナ｝リウム逹¢急よ 0 ('C. (Na.1-/ COJ:==/,Jクg) を加え、それにチ早

＜氏K 紅‘。以（じ Al~ 霞y: f.. 7 て管を適当 k 麦ぇJ.)をしリ、 凜縞痰(/J.3ルで／・ク C. C) を
加え、さらに. cu‘伶比四ザ～…“可叫の C“'I-シ冬没 /0 c.c、t加ぇて、 30 秒｛匂，ふ 1グ＇し
＜派滲う 3. (30 約 1句の向（て｀ 20 的手 1 I1 5 砂店（羞栓をゆ 3 め 1 松t追出ぷ） rh1 ふ

笥荻淡ナ)-')ウムか硝綬と反応し 1 2 と ra 3 iい硝綬を加え 3 々 1 か）匂淡獨して今飾 L 九

血樟tに：か戚、コート邊し、その一定曾を試科血にと？て庶．谷特殊 l れ綬 1: 、ローリ、ソ

ッ戸栓吃器べ"~A{: 沈）足 L. ;~,)足）打船鰭亥1] 0 (:外琲してにA の放’"と腺．笈たが｀めふ

和A,, 棺足（： Ii. Rへと＆A とか＇手街にあ 3 試水につヽ·て．凡 A,, 渉、後を祐遂ヘオ辰にして

水‘め｝ t固時(:、 Rぃt j.、 11. 象効計（一ーよ') i切＇足して、I¼ A の濃虔セ棺足しん
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A27 塩化ヘキサアンミンコバルト(I)によるウラン(VI)の定量

Determination of Uranium(VI) 賓ith no工口叫n Cobalt(III) Chloride 

日本原子力研究所 上野馨 〇弦巻一郎
Ueno Kaoru TsurW!I心 Ic出エ5

ウラン仰は硝酸ィオンを含む中性または弱アルカリ性の炭酸アンモニウム溶液の中で塩化ヘキサア

ンミンコバルト(I)と反応し次式によりオレンジ色の沈澱を作る。

[ 00 （四）6 や＋ NOS 十〔uo2(005)5 fー｛〔Oo (N砂〕四｝2 〔u02(OOs)S 〕・ 3Hz0

この沈澱による重量分析法は 1958 年 N. J"iber iv によつて報告されている。

演者らは、この反応を利用し、つぎのような方法によりウラン何）の定量を行った。 0.05 .M炭酸アン

モニウム，硝酸アンモニウムの混合溶液の中でウラン仰の炭酸錯塩と塩化ヘキサアンミンコバルト(I)

を反応させ、 {[ Oo (N恥） 6 ] Nosh (uo2 coos) s 〕・ 3H20 の沈澱を作る。この沈澱は 1 ~ 6 H 塩酸に
容易に溶解し、 4 7 3 mµ に極大吸収をもつオレンジ色の溶液になる。 4 7 3mµ の吸光度を測定して比

色分析により 1.0~1 0.0叩のウラン仰を土 2 ％の誤差で定量した。 4 73 mµ の吸光度は塩化ヘキサア

ンミンコバルト(I)の濃度だけに比例するので検量線は標準ウラン溶液を用いずに試薬だけでできる。

またこの沈澱を 1 N 塩酸に溶解し、水酸化アンモニウムで中和して、炭酸アンモニウムの存在してい

るところで硫化ナトリウムを加え、硫化コバルトの沈澱を作りウランとコバルトを分離する。硫化コ

バルトを硝酸コバルトに変え希塩酸で抽出し、分離されたコバルトをチオシャン酸溶液から塩化トリ

メチールフエニールアンモニウムを用いて発色させクロロホルム層に抽出し 62 Omµ における吸光度

を測定する。コバルトを比色定量し間接的に 0.02 5~0.5 0 叩のウランを士 2 %の誤差で定量した。

最後1/C 6000 でラベルした塩化ヘキサアンミンコバルト(11[)を用い放射分析により 0.02~0.5 0'1//1/のウラ

ンを土 5 ％の誤差で定量した。

共存イオンによる妨害の程度をアルカリ土類，鉄 (9），コバルト（＇），銅（I) ，ヵドミウム（ll)' トリウム

OV)などのイオンを用いてしらべた。その結果多量のカドミウム (I) 銅がわずかにウランの定量に妨害を

あたえることがわかつた。したがつてウランの定量の前にカドミウムおよび銅を分離しておく方がよ

しつ。

この定量法は比較的簡単な操作で短時間に分析ができ、他のイオンの妨害を受けることがすくな汽）
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A28 ネプツニウムの HDEHP ー鉱酸系における行動

Distribution of Xeptunium betwee~ HDEIIP and Hineral A吐註

日本原子力研究所 中村永子

＄旦co 'lalramura

HDEHP"抽出における 4 価、 95 価、および 6 価ネプツニウムの行動をしらべた。同時にウラン．

トリウム．プロトアクチニウム．ジルコニウム等の抽出行動もしらべて比較検討してみた。その結

果から、ネプツニウムの HD 国 HP 錯塩がどのようなものであるかを推定した。

ネプツニウム・トレーサーは、t RR-1 で照射したウラン化合物から、 Np - 2 3 9 を分離精

製した。

•. • 5. および 6 価ネプツニウム・トレーサー、の調製は、前報 (Bull Ohem. Seo. Ja.pa.n 3 3. 

702(1950)) にのべた方法にしたがつて、適当な酸化還元剤を用いて行った。

4 価ネプツニウムは、塩酸溶液、 5 価と 6 価は過塩素酸溶液と HD 国 HP トルエン溶液との間に分

配させて、有機相、水相のネプツニウムによる放射能を、ガンマ線により測定し、 Kd値をもとめた。

その Kd値の ac id-de p endence および solvent de p endence をしらべた。

これらの実験結果を、他の元素の行動と比較し、次のようなことが分った。 6 価ネプツニウムは

ウランとよく似ており、その錯塩は、 Np 02A4H4 (A は HD 団 HP 陰イオン）であるらしい。

4 価ネブッニウムは、ジルコニウムとは似ておらず、やはりアクチニド元素に属するトリウムと

類似した和A2 (HA2)2 として、抽出されるらしい。

5 価ネプツニウムは、ブロトアクチニウムとは全く異なった行動を示した。

※ ビス（エチルヘキシル）水素．リン酸
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822 
活性炭による放射性希ガスの相互分離

The Separ• ti on of Radioactive Fission Rare Gases by the Use of Charcoal 
Chromatography 

日本原子力研究所 中井敏夫矢島蛋使市披純雄〇半田宗男

化学部 Nakai Toshio, Yajima. Se:i.shi, Ichiba Sum10, Hands Muneo 

原子炉、インバイルループ、燃料再処理における燃料の溶解等の際排出される廃気より放射性希ガ

スを分離精製するため、活性炭による放射性希ガスの相互分離について研究を行った。キセノン、ク

リプトン、アルゴンの追跡子としてそれぞれキセノンー 133 (半減期 5. 2 日）、クリプトン一 9 85. 

（半減期 4. 4 時間）、アルゴンー 41 (半減期1. 8 時間）を用い、担体ガスとしてはヘリウムを使用し

た o 用いたキセノンー 133 、クリプトンー 85• は微粉末の 2 酸化ウランと天然黒鉛を重量比で 1 対

10 に混合したものをJRR-1原子炉で中性子照射を行ったのち、各々の希ガスの存在比が最大となる

まで、すなわちキセノンー 133 の場合は 5 日｀クリプトンー 85• の場合は 1 日冷却する。その後担体

ガスであるヘリウム気流中で約 800℃に加熱して、黒鉛中に捕獲されている核分裂生成物からそれぞ

れの希ガスを分離した。アルゴンー 4 1 は天然に存在する..,.ルゴンガスを中性子照射し40紅 (n,r) 4!.Ar

、 の反応で生成した。得られた各々の放射性希ガスを一定量の活性炭層に吸着させ、活性炭層へ温度、

担体ガスの流速等の条件を変えて、各希ガスの活性炭層よりの溶離曲線をもとめ、希ガス相互の分離

の最適条件を決定した。溶離曲線は一定時間ごとに活性炭トラップをとりかえて、活性炭層より脱着

した放射希ガスを 256 チヤネル、ガンマ線波高分析器で測定してもとめた。

その結果分離の条件としては、使用した活性炭 19、ヘリウムの流速 50•ヽ／血の場合分離時間を 5 時

間としたときのキセノンとクリプトンの分離の最適温度は一 50•C、クリプトンとアルゴンは一10 0-C

であった。また本実験より得られた結果は. w 。 E.Brown ingおよび C.C.Bo].ta によつて得られた希

ガスの活性炭層への保持時間に対する実験式の結果ともよく一致した。

' 以上のように活性炭により分離した放射性希ガスには不純物として水素、窒素，炭化水素等の気体

が含まれているので、さらに精製過程にシいてこれ、らの気体を除去し、比放射能の高い希ガスを得る

ことができる。
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823 煕才g. I，禾＇13伽戸心＇’'7：の褪差

恥心ふが4 4 c一やヽーに＂｀ — d 'I ワ訊ふ

火放火彰里浮老f 謁島祁三．た米虹切坪低l村咄矢．哨釦『輝
屯虹i四S加か） ~s*砂iro·o~H；必0, 知0 ki pteru 

ぁず原和． 炉智｀心謹辻野知
狛妬竿皿Y～屯四） んy凶U 5心咀uよぶ伽•to ko ，恥心no Ryuz.o 
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已fいいいか（虜担陣t加とインfいウムターデっ lー"- I司し嘉扉t了 3 ，ィ:::- r＇’らt1 9 

ーゲ •7 Iー中 n 約耀釦y文キ臼い）どミらム 9 ーゲ＇しフト中のそtJ,c I! j玖 2｀あ） T：：。又除
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824 弁氏玖泳動法ド該厨町条該愛3S製品パ噂が疇釦·,K 不段物」史骨 K つ,,て
On the D山加砥o几of Im/'“r iti e5 i逗e &yri er如品lfur-3r

年4 theldentif心tioll. ｛必 CんelrlICal るr厄

り本倉，｝叫い「 馬少六
出‘ro珈• Baba 

〔目的〕 滋蒙化人、物の中桂チロ寸 K より魚fい本 1'製造さ A＼る唸中に含まれるいのあ＇
るネ純印 1-.rやヒ匁て＇｀みる． 一》 成殷の形で肴り生され 3 製品中に他のイメン形か’‘と’’の分呈

疫令すれるかという月題は， 府撚柱妹羨 It合籾に肉して灼に壼母である。以上述べ｀たニフ

fl)疼宙から ー，？紙俺気i永動私 K よる_s J 1'及び＇“の 1重々のiヒふ砂o) ~尚全ii 7 k. 

（史験〕 裟置，づ東洋往紙稗、式今社製；t紙咆気沫動忍 C 号を用t, K 。 ；れ厄趾］奴型，K 手

一次え琳急j/滋て｀＇ふ；。 9ク紙 l'J東ifぅ｝戚 No5IA t用い K. 砲解液 K Y-l pH J、v |3 のiも囲におJぶ徒

棺の危解危；用、｀、佗解液っ濃度・泳動峙肉及び｀砲圧た麦えてy"jJも行った。

rり題 K 'ifべぅ化摩 II・クしして，康菱については酋支狂~洛液中で＇行在し 1§ 3 it埓形の大卸分t、

煩については POi-(P的I P, O；ーな、又卓素 K つ．＂てばぱーと採，I 上『 K 。検出は Nucle ぇr Ch ica炉0 社

峨のクロマl--グラ 7 スキャ＞ T -による—杖加態の割定ヒ杞色絃とな惰用した。枚身）能の史

屈 1Jぬ D-E-F 棟準拭料と，，比秋刹足 k よ')·行った。

（括果） 同旅製 1‘’ ある K 巧 ぅ永動昨脅か＇‘i這時間火は礎圧と共 K 直線、約に増加也i’'、

しtゞぃ K 饒iやす 5 4頃句を示す。 ＼iったの沐わ酋rt} I及び＇砲圧の燒ったデ｀ークを、 沐動速度王

Jt],、 1 統一 1 ）こヒがで｀ 9 h l' 。

紅ヵ可熊fょ抒介 b‘. 25cnL し力＼ fぅ" fl)で＇、 一っのぅ人動廂1条件で＇すべ｀てのイオン；今餅 1 うこと

Iす-;(.,J往 l’'h'1 、 眉目 1 るイオゾ奇 K ぅ永動牧舛を吏えてぅ永動しわりれば~ r；ら「よ，，． 各イオ

ンに対しー（史めた；永勧ル条件 l父び氷動罪冑王表 K 矛、す。
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NHI/-OCOCHJ o, 1 N 

NH午oco切J O. 02!i N 

NH/j.OCOCH.i o、 1 N 

(N出）2 Cら。｀ 1 N 

(N加） 2 co3 a 05 N 

N出ocoCH3 0,025N 

NH~ 位

NH4“ 

NH4-“ 

o. 1 N 

o,OSN 

O. 02S N 

件 泳勤 胚宵 I 最迎オ条イオ

電圧ji枷げ紅ィォゾ ｣0_; ゾと，，間隔

SOOV__]--164 m況］ー：五―仇一況 ク＃仇九一
•1 I, I -10 I 119 I 27 

。 86 62 

。 89 

!55 

L/-0 

NH40H o, O.tN -t-(NH~入 C03 o,o知，

!26 

149 

゜れ0
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瓜上の終果をもと K して 3ss 乎ゥやっ足贅も一行い．枚曼狛蝶、t衣｀めts•
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825 生体中のセシウムの放射化．Ii;--キ斤
—’ Neutron. Act;vo.t1oh Ano..lys1ｷs of (es iu.m i11. Hu.wia.n Ti'ssues 

国立公傑： 1 ヱ生仇 0 山雌糸 登：
群、島大学工学卸 田島栄作

Nふ似-Y研也仰巫、J己廷知 1叶切叫

7 オー Iレアウトによ 3 視坑汚染、本＇よび｀方女身す＇はセシウム") 1本内希大許宕普り間題と由祥

して、／ヽ｛本、紐織中の非放身す性セシウムの湛度を決定す 3 ために、放身す化分祈な耳みた。

拭料 lホI，体紐繊＇灰 0、 l gとし、J RR-1 により 3 日間の断綬照身す（計 I 5"時間中＇ぽみ

束 I拿11.- X I 0" れ／c炉／Aec) もお：： r;:ヽ 1 、オ索埠社＇粁として 1土 Cs として約 0 、 S 屑を含むカ

リウムシ" t'クり 1レアミネートこ使用した。冷却度n f,;lは約 1 年.:."あ 3 。

照射、冷却した杖｀料 I碍t届誨 I2 シ恭斜し、 Cs -オ且（本2. 0 心gおよが Fe3 ＋ を加えてから． 水

昧化ナトリウム：麟て｀中知し"t. pH 8'~ qとしてからシf送、シf液，z 6ヽ王まもたがらナトリ

ウムシ" t'クリ 1レ了ミネート；界i夜を加え｀ s ゜c て‘｀ー在孜置印｝送す 3 。沈殿をシf別し、冷水
這浮．争を咋してから．これをメ午 1レイ、/ 7"午 lレ／T トン 1ョ考机し、ギ唖岐ず抽旦、蓋祭牲

固し 1 から水，ニシ考価し，t畠化白令戟tヵn んてセシウムを沈／iE ::t七，符骨してから ,34cs

(113Cs ('Y\-, o), 半洪難 2.3 年 I p: 0 、 66 Mev ) ＾放射能を G M カウンクー c'・；9,/ 定し．衿、
牡試料と比専をレた。セシウムケパ（乍の化ほ的牧平 1 iil 8'0 ,-v 8S ーI. ·t"あ a 。

J::記＾賊紺條件"l." I た3 のセシウム Ii-、シg,1 定勅卑約 10 笈 °'G M カウンクー"T.." 116 C圧

を与たたが‘, 0, Id "l人体．維繊戻中のセシウム 1ネ1)1'\,·11.. 0 、 0 2. ?-~ ;過掌 o. I f'-~弁呈J[ c•• あ

3 から．構／含，：より測定効恙幼 3 0 ％の低fヽ‘'、ソクグラウンドカウンクーt ｛更南して、渕定

採差t 10 ¾以白 Iてと、｀｀．めた。

咬s 'C共存す 3 校舒 I本 1 年の今去国,... I~. Iまとんゞべ｀ータ放和（本のみて｀｀、セシウム分

麻退社 I＝おけ 3 放知紅の追鉢、執｀料灰およひ｀；＂支さ七'=- Bo..S04 I：：つ 9, てのア 1レミニウム

咽牧戎 I: よ 3 エネルギ‘一浅1 た＾紐果｀大恙pクテ 1本 35s て＂あ a ::.とが｀*''.., T::.。ま芦分為した

l34 C. s の方心疇 b退／f (:つ｀＇c. 1;. Aぷv it1 6 ヽ‘` {g，，ため、党令ほ検討 Iびて｀｀さなりが、啜

牧核（：ょ 3 べ｀ーり線ェ ~Iレギー") ;it/定、およがリ＋イクリングによれ I丈｀‘、淮為足すベ・さも 9

て＂あった。

IS 炉庫器紐，合いl討料 202@ ，，今杵峠条 lな，生會争 I J当り 1 ~/0 叫)J-g "'Cs i:令屯、も

のが' 134 イ困J 1 0 叫が3 .l,'/.J: "'も"> 6 7 Ii@], m ；凡， 0,7 叫が3 ，四x， 3 3 7 叫勺て｀｀あった。

::.れらの悟｛¢伽k R,dae No.-fioh.o.R. L必，から仕i士れた放身す化 I＝よ 3 人体中セシウム，，令

析（道より、 1太 3 が 1二倍<、 I. H, T i'pt o"' 等のグ光ケ祈 I: よ 3 緒昂 I: 迩".:f:, ")と思われ 3 。

分析維泉，，詳，令li1およが｀紺釈につり,: I本 1 地蛛｀化学討綸／会およひ＂ D 本放射，線彩屯学令にお

¥I "l.奇表＾手定t"あ 3 。
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826 
硫化鉛中の不純物の放射化分析

Activation Analysis of Imp匹ities in Lead Sulfide 

矢島聖使＋亀本雄一郎ヤ〇小野田儀弘廿渋谷政夫舟十日本原子力研究所

廿日本電気株式会社

性農林省農業技術詞究所 Seishi Yajima, Yuichiro Kamemoto, Yoshihiro Onoda, Masao 
Shibuya 

1. 硫化鉛は近年半導体材料として注目されているが微量に存在する不純物がその性質を左右するこ

とが極めて大きく、その徴量不純物の定量が重要である。

演者らは中性子放射化分析により硫化鉛中の銅、ヒ素、アンチモン、マンガン、ニツケル、塩素の

定量法を検討した。塩素のみは非破攘分析法で定量し、その他のものは放射化学的分離を行なつた。

いずれも r 線スペクトロメトリーを適用した。硫化鉛精製段階における塩素含有量の減少を合せ検討

した。

2. 硫化鉛試料約 1 ・行をポリエチレン製袋に封入し、各標準試料とならべてキャプセルに入れる。こ

れをJ" RR-1 中で 1 時間～ 3 日間中性子照射を行なう。（銅、ヒ素、アンチモンの定量の場合は 2

時間、 1 日、 3 日間；マンガン、ニッケルの定量の場合は 2 時間；塩素の定量の場合は 1 時間又は 2

時間；いずれも中性子束約 3 X 1 D 叫4／翠で照射を行なつた）照射した試料は塩酸に溶解し、加熱

して硫化水素を追い出した後、各担体（約 1 0 "')を加えた後、鉛を塩化鉛、硫酸鉛として除去する

以後数段階の分離操作を行ない、最後に銅はチオシアン酸鋼とし、ヒ素、アンチモンは硫化物とし、

マンガンは二酸化マンガン、ニッケルはジメチルグリオキシム塩として、それぞれを秤量し収量を求

めた後 r 線スペクトル及び全計数率を測定する。

塩素の定量は試料を中性子照射後いかなる化学的操作も加えることなく、 r 線スペクトロメトリー

を適用して行なつた。

r 線スペクトロはいずれも試料をポリエチレン製棒状ピンに移した後、 13んイY'f" X 2 ィぇチの Na. I クリ

スクル（井戸型）にマウントし RCL-256チャンネル波高分析器により測定した。全ての定量値は r

線スベクトルの光電ピークのエネルギーと半減期により汚染のないことを確めた後、ビークの高さを

標準と比較して求めた。

3. 演者らの得た結呆の一部を次表に示す。

試料番号
定 量 値 (PP•) 

塩素
ー·

1 0 0 

PbS-2 1 1 
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827 
非破壊法によるイリジウムの放射化分析

Nondestructive Analysis of Iridium through Neutron Activation 

十日本原子力研究所

廿日本電気株式会社

矢島聖使＋〇亀本雄一郎十柴 是行＋小野田俄弘廿

SeiEhi Yajima, Yuichiro Kamemot(>,Koreyuki Shiba, Yoshihiro 
Onorl,i 

1 白金、ロジウム、パラジウム、金などの貴金属中に含まれる微量のイリジウムを定量する放射化分析法を検討し

た。これらの金属中には多くの場合微量のイリジウムを含み、その放射化学的分離法は先に報告した。今回は非破壊

法によりイリジウムを定量する放射化分析について報告する。

2. 上記の試料はいずれも大きな中性子放射化断面積を持ち、中性子照射により強放射性となる。したがつて短寿命

核種を利用する非破壊分析法は行ない得ない。ィリジウムは放射化分析により高感度で定董できる元素であり、半減

期 1 9 近の埠正のほかに半減期 7 4. 4 d の匹 Ir を生ずる。試料の誘導放射能はいずれも比較的短寿

命であるから、中性子照射後適当な冷却期間を置くことによつて、試料の誘導放射能の減衰を待ち、

r 線スペクトロメトリーによりイリジウムを定量することができる。演者の 1 人は日本化学会オ 1 1 

年会において科研サイクロトロンを用いた研究結果から、この方法の可能なることを示した。

& 演者らの採用した方法を示すと次のようである。試料の表面を洗浄後適当量を精秤し、比較標準

としてイリジウム標準溶液〇．1 .. ヽ を口紙にしみこませたものをそれぞれポリエチレン製袋に封入し、

並ぺて同ーキャプセルに入れた。気送管を利用してJ" R R - 1 原子炉中で 1 ~2 時間中性子照射する

（中性子束約 3X1 Q ll ri/c,J/sec) 適当時間放置して試料の誘導放射能の減衰を待ち、試料をポリエチレ

ン製棒状ピンに移して r 線スベクトルを測定する。測定器は 1,¾ ィカつ< 2 イカ~ (l) NaI クリスクJレ・

（井戸型）を ROL-256チャネル波高分析器につないで使用した。 0.31、 0.47、 0.63、 0.80MeV の光電ピ

ークの高さの比を試料と標準と比較することにより r 線スペクトルに妨害のないことを確かめ、定量

には最も感度のよい 0.3 1 MeV のピークを用いた。

4. 既知量のイリジウムを添加した試料について、この方法を適用した結果実験誤差内で加成性がな

りたつことがわかったので、この方法が未知試料中のイリジウムの定量に使用しうることが明らかと

なった。

実際に分析した結果をまとめて次表に示す。

試 料 定 量 値 (pp饂） 試 料 定 量 値 ( 
--)_. 

白金箔 1 3 9 0 、 320 、 3 2 0 パラジウム 1 4 

白金箔 2 1 0 0 、 9 5 金 箔 2 7 、 3 0 

白金線 <8 、 <1 2 金 1 <3 0 、 <3 0 

ロジウム 1 0 0 、 1 2 0 金 2 <3  0 、 <3 0 
I 
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828 中性子旋射化によるスカソジウムとジスフ゜ロシウムの同峙症量
Simultaneous Determination of Scandium and Dysprosium by Neutron Activation 

ー工業技閲既東京工業t凡験；所 o 岡田 史
Governmen"I; Chemical Industrial Research Minoru Okada 
Institutej Tokyo 

日本{T、手力研い 亀本雄一郎，茉是行，半田京男
Japan Atomicｷ ｷEnergy Research Institute Yuichiro Kamemoto, Koreyuki Shiba and Muneo Randa 

鉱忌悲知の中の傲量のスカン：）＇ウムとジスフ゜ロジウムt迅速に定量することを目的とした。

方法は中性チ照射と？、線スベクトロメトリーの，紐合也て＂あって）ィ這か離111! なわない。

本爽験｀て｀＇は4- :><.1010 れ／c而／ sec の中，1＇生ナも試料（ 1.5~85mg)に 30秒南照射し） 10秒の向を蓋ぃ
て 30秒固計数と行なぃ）さりにJO秒尚冷却してからJO秒蘭計赦した。用いた計欺装置は直
往 1令i n(.,K 魯を 2 i nch の井戸彰 Nal(TL) 結品を 256 ch i:tnri el 媒あぶ枡屠丘拷綬したものずあっ
て，最初の 30秒に 128 channeI t)用い）第 2 回の計数にj泉）の 128 cha.nnel を月い）計数終了
後，ブラウン管式七ニクー上に了線スペクト！レを映像さ也， そ収を写臭にとった。同足は

？線ェネ Iレやーと半減期によって行なし>)＇足曼 11.え吃ヒ°ークの高さによって行なった。定

曼のさいに 1文あらかじめ標準試料た用\/)\ 1乍った検量線（図 1) と用いた。

10000/- 駁扱った濃度範囲はスカンジウムが'0. 4- ~50 ppm, ジ
スフ゜ロシウムが 2.0~700 ppm て＂ある。 1 絡スペク，卜）レ<I)

倒としてぶら島県ふっロンフ＇応 47.5mgから渇た写真を図
2 に示す。（図 2 から Sc 24ppm, Dy <8 ppm と得られた）
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元素の量(_µ.g)

校量系泉

(a) は第 1 回計款から得たもの
(b) は第這計数から得たもの

本法によフてほられる）分がi値

の変動係款をど乃経度iて、小さ

くて｀さるかをクQ 9 ため 1て）スカ

ンジウムおよびジスフ゜ロシウム

の標洋試料如固に 表 1

対して芍iしの分枡
法ぃ適用し，表 1

le.示ォ変動係数を

得た。
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ch a.nnel 番号

図2. r 扇泉スヘ°クト）レ写真の 1列

変動係数ーの例および対応する光電ピークの大ささ

試料 麦動係数 ビーク高さ ヒ°ーク面積

倭l数 (%) (counts/ chan.) (counts) 

g Sc 5 第 1 回計款 3.8 I. 38 X I 03 4-.3 X 104 

g Dy 4 { 第 1 回計数 2.1 4-. b X. IO 2. 7. 4X 103 

第2.回計数 9.5 2. bOX ¥0 2. 4-.7~103 
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829 アルミ=-ウム箔中のコバルトの放射化今析
咸五応れが匹圧牙出知七込必一ア必

庚海尉這碕究所 濯井麟祁ヵ 訟心叫!£,H~砂ヽ

熟中性チさ用，，て放射化介祈さ行う際、中性うの線束さ戎＇ぽとするために、試料と同峙

に 壼量設知の過当な金属箔さ照射して、とれに誇起された放射能から、中f生子線束さ計

耳す 3 方浅メゞ、通常用いら汎ている。 噴落が、生物灰か中の放樟ゥ元兼について放射

化今析 2 行った際 lさ、短時叩尽射（こヽ," Iさ 15 介以fi.)に対してほ金箔と用い、長時向照

射 (3 時南以.1:.)に対してはア lレミニウム・コJ<'Iレト箔之用 I，た。 本殿告ず 1さ，この

アルミニウム・コ）ヽ: Iレト発中のコ）く’Iし卜乞、放射化 A 析浅によって、非破壌て｀＇介杓 l た過

程ぁょが結果左泥べる。

試料として 1 ~ 2. .,..8 のア 1レミ＝ウム・コパルト箔（房さ， o.os""訊）なと＇）、ポ，）エ今

レン冷中に封入し、ミシザン大学付設のスウィミン 7`’ ・フ゜ール型屑チ炉（最大坐、力 5 Mw; 操

喋武力 0、1~ i Mw) 中て‘'、 1 ~ 2.5 今南、通気音盃 2 1可ぃて照射 L た。 照射中桂ぅ線束 lさ

、ふ照射毎に、ホ゜ 1 エチレン帝中，＝ ｀約 1呵の企店（厚さ， 0. 025'1'1-m)さ 1司封し、この窃起

放射角とか 5 言t耳した結果， 4x10"~1x1 o'"-.,,./c吋／.sec. て｀＇ぁフた。

試料 1な、照射後 30,$}. 放置し，アルミニウム.,靱食放射熊（ "'Al :半域期 2.3 介； r 線エネ

ルギー1. 78 M e.v) き翁素させ T= 復，直袴にJoo チャン井 ,v t'線攻高介杓災 (NQ.I 7') スタ II/

3" x 3") 左用ヽヽて、 T 練スペ 7 I-ルさ．咽I 央した。 コ Iゞ ,v トゥ夫登 l こ Iこ‘°町b "'1:.ｷ - 7 

（乎楳卵 10.s 介j f'線ェネ IV ギー 0,0S9 Mev) さ用い｀吾介の言ャ数 2 f O 今向追蹄 L ，園上て＂

外神 L て原放射能を求め，予め擬知量のつベルトの照射によつて作楳 L た桧‘看緯と比較 l

て、試料のつ）ゞ Iレト令量互計耳 L た。 旅量線乞作雙する為今，こば、届唄1 走イ直 l本．樽季

照射條什，すなわち ”IX 1012 叩／c吋／sec. の熊中佳子線束にお,tる 2 今向照射’'と、いう條件，こ

拍箪してプロットした。

一方、試料．ゥ熟中性チに対する自己遜旅効果 2 吟味するため 1こ、紅知畳のつ）ゞルトの

みと、同をつつパルト屯ア Iレミニウム箔（忍さ， 0.02s """")ず．両面こ痙敵 l たtのとと

、 Imf l訂照射 L て、コ,, Iレト0)誘食放身t熊 a 比較 l たが｀、両席")淮,;; 2 ~/O-内て＂、殆んど

合己痣餘，，影響ェ基視 l うる汗と Z 確めた。

3 回の今杓の令5 果 1;. ;欠表 I= 示し、コ）ヽ" Iし卜令骨，ま 0、 35" 6 士 0.002 i,。て’’ぁった。

Wei3は Iw叫．T'me Ne.t畑"Fl心 Obヤain4 五iti•l Nm叫；z必船；va Co -cont~.,t 
No. Mo.tｫta.l Act,v,ty 2111111, i.YT必．

ot (10e'/へぺ/／o,,1p.. 1/I<se) c, y3 % 
(1"g) (onin.) (n/c記／sec.) (c/,,./p咄）

1 Al-C, }•i l l. 6 2.5 4.~8 X 10 II 16,800 26, 990 5.'T 0.356 

2 , I.9 2.0 4,99 X l011 16,000 32, o 60 6.8 0. 358 

5 " 1. 3 1.0 5.50 X 1011 6,000 21, 82.0 4.6 0.5S4 

Av. 0.3Sb 
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830 中性子遮蔽，中性子束変動について
Studies on the Neutron Shieldi呻 of 1-letals and the Flwc Homogeneity in Gapsul., 

＋日本原子力研究所 〇矢島聖使＋，亀本雄一郎十，柴 是行十，小野田儀弘廿
廿日本電気株式会社

Seishi Yajima, Yuichiro Kamemoto, Koreyuki Shiba., Yoshihiro Onoda 

1. 放射化分析を行なうに際して誤差の原因となる 1 つに中性子遮蔽と、キヤプセル中の中性子束

の不均ーとが考えられる。

放射化分析を行な 9 時にはまず種々の量の試料を採取して中性子速蔽の見られなぃ量の試料を使

用する手数をかけねばならない。演者らはいろいろな金属について中性子放射化を行ない追蔽の起

りはじめる量とその中性子吸収断面積の関係を求め、実際に放射化分析を行な 9 時に採取すべき試

料の量を簡単に知る方法を見出すことを目的として本研究を行なつた。

2. まずキャブセル中の中性子束の差異の有無を調べたo 金の標準溶液（金 19 8.6/J9/m｣) 0.1m｣ 

を径 2 CIII の口紙 2 枚にしみこませ、ポリエチレン製袋に封入して、キヤプセルの先靖，後端，中央

部，中心部などに固定して、J' RR - 1 原子炉中で中性子照射を行なった。照射後各試料の放射能を

比較して中性子束のキャプセル中の変動を調べた結果、ほとんど差異は認められなかつた。異なる

キヤブセルの場合は並べて中性子照射を行なつても、 20~30 ％の差がみとめられた。

3. 中性子連薮について。 高純度の金属塊から、なるべく相似の形になるように、いろいろな量

の金属塊を切りとり、表面を充分洗浄した後、それぞれポリエチレン製袋に封入し、同一のキヤブ

セルに封入した。これを気送管を利用してJ' RR- 1 原子炉中に入れ、数分～ 2 時間中性子照射を行

なった。 （中性子束約 3 x 10ll~16ー n/cd/s e 。)
照射後試料を溶解し正罹にうすめ、それぞれの一部をとり出し r 線計数を行なつた。（放射能値

がほぽ同一程度になるように採取量を加減して、計数誤差を最小にするように務めた）試料の放射

能はすべて 134 ィンチ X2 インチの NaI クリスタル（井戸型）により測定し、 r 線スペクトルを

ROL-256 チャネル波高分析器（クリスクルは同製）により測定し光電ビークのエネルギーを調べ

半減期と合せて放射化学的に純であることを確かめた。 r 線全計数率から各試料の比放射能を計算

し、中性子遮蔽の起る量を求めた。

用＼＾た試料は金，銀，銅，クロム，マグネシウム，インジウム，アンチモン，カドミウム，テル

ル，セレン，水銀，鉛などで•ある。

試料が塊状である場合と粉末状態で広がつている場合とで中性子遍蔽の起りはじめる量が異なる

のは当然のことであるが、塊状の場合には大略次のような関係が見出された

中性子連薮の起る量 (9)X 中性子吸収断面積 (b)
* 2 0 

試料の原子量

この式は概略の関係式であることは明らかであるが、実際に放射化分析を行なうにあたって試料の

量をきめる場合に助けとなるものである。
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831 立放文学原”jJ研尻ヤ形ホットラ木｀｀の言郊ナについて
恥；j" of Hot凶o叫ory at rl,, L,rf，叫e for Ato叫ぷ・Y8'(of応恥山iv心I、サ

立秀文大学廃ぅヵ研四斤 0 松涌‘辰男・高石哲男
研suo HnTSUUR/t a叫石加。 TRKAISH/

現在卜＇）ガ｀型原｝炉パ建設中の広叔大学原う 93り究所（ Yり返：神茶 l') 県桟頂質的大楠
町）疇ゲk厨局施設と l 'i'.ホットセ lり炒＂放射化学実験呈を尻刃灼建厘汎に建設中であ
うが‘／ その設計の檄卑1-::. ついて蔚認す 5 。 （設計旅江拝当望万魯，ょ清水建設）
木ットセ IVI這射用としてで、なく疇用としての出生店を洞し／すなわ見最ぷ出力／00

＂r の原｝灼て·, "!f射 Iこよってで＇ぎるアイ、Jトーフ・さ取扱ぅためのもので，羞あら‘°にし
”勺紅キュリー程度ぶ＇取扱える計算になっていう。すなわすこの壁（：危マ 90cm の普追
つンク'} -卜ででぎているが＇／少—密沼砂鉄£ i昆じ 7・レハ° 9 |、エi去により比皇 Iょ z,3~ 2，化を
下ることばない。木ットセ Iv"> I)}卸の面桟/;!:え米卒方で'I -t原作,~セ Iレゥ床面よ＇）足Iこれ()⑳

/,;'I tほくなっていう煉作窒いらマニフ。しーク（：：萎砲樗塁. HA-f空）によりお、こなわ水 b

.,,,, このマニフ゜しークの出瑾囲，t. I か、ーセ Iv 0 床面全峨‘5 カパーする． のそぎ窓/-j:; I| 、原乞

学緊，主に比童 3.¢ の非褐色北ガ｀ラスよリ含り／ その放討、§泉逹麟/;I:コンク')ート壁 Y ほ

l 可｀耳価't.なi木原に L; 定"団国の尼2" 浮くまつた令戸ば鉦紐〗丘オ午によって進坂知叫
てみる． 1"！窒復9)の〗卜＇り房さiocいの免コンクリートからで＇ 3 てお，）ノ この）寺 /~Iま｝罰登1剰

¥の 4 ＞グーロ、リクによってノケーブ｀料祁のモニターオ百ホこ見て与全とみとめた上で·埒知

ヵゞ両側で＇押されて l木しめてをn {F する． 'T -フ・内面 I這虚ラ 4 ニンク,, 1::. R I R を絆をかもした

仕.l:. lfヒ［ ／逢語·帷印や用か｀お：なえ 3 オ｀い l てある．原う炉てmtさわ生危された RI
,;i;午ャ 7゚ セ，しのま＞ニオ宦、、気送培，こよってケーフ9・丸 le 搬送さかる仕掛 Itになってい~. ヶ

-.,“を利用す 3 度復 I"- 1 更なれ条 I, I 内卸 l< 1 よ）K料ヵ｀ス桓覧気コンtントを府す l /1,ヵ‘ノ

吐をt進して由った Iぐ 4 ?゜ 9ヽ‘tな本と 1 直を知りスリーフ＾及ぶ 7゜ぅグか｀ 2 包むよが放

即違約荻望側 I"" は特 l朱樟追を席する袖生しかつ理込ま心そ＾他セ，ン床面に I~ R 1 保管用
のビットが" 2 本ふ、られ、 i t~この.l:... 1::. I ま I I:.＂ームぶ註置してある。内与？の烈哨 I<> 水含長卜をK

心£ }’登によ＇） 1 のそ•さ忠 E 這じての蒲劾~'り度 11'知 IV /Jス珪度である。 1汎卸，，，埃気国紋

1心Jl与ぇ0団て・，抑気の吋和t悲置としては放射代営戻戟窒11)フード類からつ系統と m林 I 凡／

洪丸、のキャピラ＇）ー望空気シ稗羞§旦‘のク＂ラズウー／ンフィ、ーター及釘アプ',1 リコーI-フ

i，レダー示心卑 I<:. 応じて旋乞ぅ様になっ 1 お｀＇） / 疋;:.クーによって登視すト.,__し｀る．

叫ti凶責渭澤，り戸 lょ？訊竪共で約 7?" 年米／床仕上げ％戸届にビ｀＝，レシートを用いて

日地が生じなぃ揖にした。 1 -1-" /J:オークリッチ型が＇ 4 台／カリフオ IV :>-ヤ（を型）ぷ l ぢ，
グ u ープ＇ボック久 1i I 台 l尚ぇつ I f ~::.とにしいが｀／比技的あしへ" Iレ 0RI で｛更用す 3 つ一

戸、 ｝と犀の下方への放射，二た、、す 3 速蔽さ方＆ー（てフードの架； 5 コシクリーJ..迂』ヒ
t t-::。 そのぽ／うえ51本主に｝島う一褐t嘉希的ー叶俵麿のためのコ＞ク I/ -卜迂りの打肛迂っ

rとヽと／う見良窒側，へ測足9租保I序用のスヘ゜ースを方底したこ'c:, 1} 笠墜の気送笙煙．1f煤 ‘l
叫庁 l- R I 訪椒庫を持'"該計し E こヒ子＾ーこの初座の技反計の特訳すべ＇ぎ共であらう．
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A29 丁 B P による稽々のウ炉Jレク恥蛾出概樟

印叫山四チ叫工fル必以四初／忍以ク TBf

゜`、;}J妍克灯 内巌奎覇 於木認火
ke炉•NAITO, TMk; o SU乙 UKT

従東，研酸該I生嘴衷ヵ＇らのウランの燐似ば詳餌 I＜言爵べ‘られているがノ糾鹸以外の飯舷爽
からのウランの細瓜につ‘‘て 1」 11 ヒんと＂知られていは―くヽ。

筆着らば絣絨羞簾過瘍系戴該麟リン談，絆綴ばもの駿溶夜か 5 iJ)ウラクJ羞の

帽も言穴サた。

種々のウぅ二Jし頃¢知 l＜及 l]i~巌農友の影噂ノ瑶浙剤凜良［犀 T I? f彦虞＂影臀
直討し，梱疇構 r I てー扱 l: 冨厨訳（4い讚（O亡麟x3/れ）（TB ば (Oヤ｝）であ
るこt I jた狛船さ I卜た釦し合物の紐成t I T 諷(NO込（国）ユ／ VOぶ(TBP)~I ょょひ
岡（O凪(TB f)lfてあることを推定 I た。

3 たウラ::. I[I加抽似の茶動 1よ杓杭する緞のり l ミJ ? 7 房｛ く易壻、すれる尋 9'。あり：：

の効農 lj叫0“酸1’釦餐泉か｝のウラン油炭 1; 於ては特に箸 l ＼ヽ．、、水に対／て酔岐 1) ン蔽

犀鹸 r↓[ tヽ＇の攀I’生邊爽ガ‘らの排滋で｀ば／ ミ水らの顔麦の唆4 オンとウラ;::. Iレイオンと 0 錆件、

認が掏似に対 1 てい渇摩ずる二とが認めら小る，

然、し打が＇句蜘霞い綺専遺成で 1Jこれらの影摩J J;t.較厄l、さくノ拍糾：れ易ぃ l')園位
t (7 吸（改位）2 〉匹 (O如／）:,. > D0_,_(M()'j),. /加ふ＞謬砂の Ii/釦序が得られるp 3 り峻位
1.! I" ぞれの険，，，才y rlJ}け評て'(!) 7k和の／翁ざ K ほぼ遥の関條にあるこセが立B ざれる。
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A30 隊性におけ3 ラづオコロばにつヽ1 て（スズ所にゞアンケ毛ツの祝冴コ 04 r) 

佐戎eIIJ)-.CU.如必ル元殴逸四 CSnか 56ん必元必砂）＇

火紺拉埓ェ業訴等和叔
犬破火咀裂李葬

0 広滋 1it I 奢丘靖瑶
伽氾り｛吻 K~知⑦匹＇

積々の放射 1}生 l同狐｛店がアルカリ＇｝生の毛じにお’n てラも＇才つロイド（以殊委哨して R C) とな 3

こ L につV'1て 1づ也元に知られて、1 3 ぷ酸l}笙のわも 1：：お‘11 J'R C I：：っヽ 9 て l a" :{ ")季艮告ぷな，1 。

久久｀疇 11'.和水介紐と倍 I1 ヤす，7 ものであ 3 ご乙（ご羞g i,..て綬性 n もと 1：：方ワて定簸名
行、，只 C ;i:碓言忍でき尻 更にfンケ毛ンt：：：クし？ても拒成状ぅ兄の疫封名行っだ。

拒涯 1本スズ｀ lなガドミウムダーゲ｀、フl

t這溝して舜られたもの名知虚

わ‘よび｀イオン支｝免痰'"°よ．リ莉製し，—·

矛，知鱈インケ毛ンりif Iな1-.. 1‘｀ダー

ゲットさ d 衝峠してィ尋られだものを

外苓ャ電餌参 1-:: よリ令庫レ花必の去 1司

、1 ~. 槃、~Iながンて、さ貶スペクト IV d"J 

測淀＼乙よ 1) ガ女身14し翠的 1-:: 純叩、か収

尤・北“唸， 1／3$n 名｀よび'/20舷，賓乏み覧認

す｝二乙が炭克た。

雑該、の稽々の液牲 1-::. つりて稟験を

行フた経泉屯ヌ 1 固あ‘ぶび＇次2., I図 I ：：

ネす．知直 l司i輝 It,何れわ壬水て＾

酸化して飲組しセもの名 30れ瘍液と

填o ...e.ヒ＇ l ーガーで、時計望の雀えレて
沸務さむた， 2 りしぎ残喝 I＜ぶリラ＂
を津に一定遣っ・ 2 乙に繕愈しゃ，放

没後グラ又かV ター（叫 4) によ？ RC 

屯ぅt刑し，これを濠歩蔽,-::. t-リが多斎矛さ

也t来t.,屯 L のう直)'._ I~ つ VI <. \司じ＇

ジォメトリーで•シゾケレ-i.1 3 1/言1

数易で測炎し RC の生萩今を算岱し
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A31 渉こ身寸‘}生了ンチモンのィヒ噂的i子動（そのみ） , 
The. Ra.心 oche 'Wl 1C()..,I Beho..viou.rs of R1.1.dioa.ctive A吐i mo'}'\y (P“t:u:)

静岡文デ救文育索卸
放射比和稜狂紋

o 神原喜尚， 大易 裕ヽ 温ぅJ..カヨ子
T。 )\\:h i s a.. K叶巫孔t11.ka.. Oba.., ka..yo ko Sli;ozo.wa.., 

I) 目的；さミに放射性了ンチモン（＇唸hCしあ．Jぃ唸証しaの傾滋祀容液）が 3 僑0) i 0)と
して精製さ札 r~.:(, 0 が、大剃影今 5価0)状態に笈北していること bサ潅認された。（松靖r.

戸汀；令吋化学ム， zo5 ： 神原；饂0iSO to匹S, '1 ,IIZ). さらにや｛可なる過町経
湿酸象夜中の 3 ｛函吋躇寸性ァンチモンが S価 I~妾ィしするかと追究した。 ずなわら程々
の濃度の疇添液試糾につ V‘ て• /2 1/.s紅：）ヵ＼• Ia“sb(V) に変化する速度と訓べ、 それと同呼I~ 共
存させ T：：年）（非炊射惟）の影響ぁJひ sb~) 』量戌比と調べて，唸b(V)の生成機構汀泰
し↑こ．

:n:)戻敵オぅ去，使用した奴紺t生アンチモン l戸国（唸bcL3 の巌醍溶液此放射能＝
/ 3 ｢ S パし／i) z-ｷ. このJわたい麟l< 3') 邁者にうすめて文験に用いた。
徴量の sb頃）と合 3 也た唸い福酸濃液と二酸化晟黄 I: i')遷元し、 その一足量とと叶易
誠と加えげ疇痕／ M, 3 /1, 6 /1, IZM の各拭料飼豆訴l製した。これら試料藩皮と
皇温にあV\ t奴釦．唸虹）逗戌量ぁ｀J cf sb田硫蕨グ量リ衣置E飲ほ寸レて訓＾た。
唸翫）の合蔀測足法 13 N6mna11 A. B 。n '1l e f K i')提唱(I. A"". che-m. Sol.) 互 310?)
さ如墳法に準誕して行った。 すなわら唸b と含む試も料瘍疲の一定量3t 6MHcし（ぇM
Mjしし2 ど含む）溶液に添加し， これとイソフ゜口いしエーテ）しと薔嘘 u て＇ス国（7店雑］出鑓乍
叫そしてそ0)畑出来の一皮量とホ゜リエチレン容、／菩、I~ とリ， ＂条皮高ク月か器によ＇）計蚊
しに一文用バ＇、全滋打請tt合も燥準睾夜I~ っパ）司科に計蚊し、試科中ず唸紅）の
百鐸＆求めた。 1ふあ、 この埓吟パ計赦lオ小．試料紀本の比重の差 lてよる計数の麦（もが
魚視てきばかっ r：：のて＾補正した。荘奴射性·の Sb(lll)の量 I iiモリフ・・毛ン肴柱成法によ‘)此を史
量し T<,

皿）綽果：上記各種福酸濃疾疇出絨戸パ約／ヶ月にわ T:: つて皇湛 1 こお 1厄＇屯(v)
疇成速度い謡へた結果，燐弱痘箋が大きぃ程その注成速度が大てあった。a: r: ｛可れの試‘
料につパもぅ翔如知 s砥）」 IJ寿し＜斌少することと認めにifこ）司濃蔑バ鰭試料
洛液について 11. sb(l[）げ斜t添加したものこ｀＇ 1 戸怠翫）の生戎速農が抑制これ、ることと認め
た。以いの手爽がら唸b(V) り生成される過程lむ炉揖辺哀滋機構に［ると推史した。

`b(Il[) -”:--西→唸b(V) (I) 

油（副一助(V) (il,) 

心油（四）＋ sb(V) 一→竺紅） + s虹） (3) 

↑↓、お (3)式＇の反応について 13o 'Yl妃 ‘r （上託文献）ば淫弱滉該が大ーさぃ程支検反応が早く進一
むことと示した長峠に様、り史験から癌角等~り爽除葬果，、＂ i ＜説B恥｀．3 らと方えられた．
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A32 
）い落表のラド｀ン放鉛能の愛ィ巳
V…辺が叶ら砂尋ふ炉戸砂紅屹ぷ認正．

潔知濱人芹

平詞汀（し摩飲望 °農:1二，にごご二竺二~-f/~
須隋の／人 1不かフて歿放肘脅e景り版困猥積：と餌明了 3 目的乞｀合‘フケ｀＇ウム物廣かう放戯さ

水§ラド｀ン今量/'.;:つ l) て珂尻した永｀、 兄の際吸覧］生噴ゃ状態 K よ）てラドンつ放出能＾｀｀
棧々愛 1r,すJてとどfi-月 6 /)\J<:.した。 屹の 1愛さら I~ 叫質 "),1生質ゃ）仄態 Iくよ 3 被武径直へ‘た

と：：：う従哀＿あし）1- L) であフた庶千"'J I簡麹,-cつけて新見知、 て't'.. I＜成衰 T トリウ 4 "')存た1)v`

ラジウ A 瘍衆のラド｀ンの旅似と効培すJ'l l)) 往殷t f辱たのがここに裂用す 3。

1 更鰊炉衣 ラジり A ぅ餐吸として ,1 直当量の口怯稟沌疫物厄ぅ農虚瞭C｀乙グヽし， 和客
爺介 K 日別復 扉¢も樺(JHIくて 11(蒻 I乙欽と共ぅ屯さセふ 屹弓就i乱た Ii穀そ悶 I) こ偏旋

3 心彰いして貯猷 9 ふ てのシ峯煮 1<:.. 盈当是の虚とガrJぇ最終的 lミは全磨 2 f o 呪f., I 

直応彰知し1. 6 0 0 仇 L 容倍のキュリー裕 Iくます入し， 席湛／ケff放登fを放糾ざル（たラト＂

ン昼屯渕定すふ
放糾ざれ尺ぅドンもうド‘ン計尺慕入可J I(I'& f足まのキユリー競左がり尺遠曼濱fを I< ffク

竹派 Iく狐えて，印藩ぁ 3 t) Iす盈配嵐菱¢も行ってケた。 この虜令場を本1}〇して C IT れば＇席
湿が行っても杓矯と同じ｀符段かゴ阜りれ 3 。 す厄畠初や祖に影責ぅ 0 分役 1-i 2 0 、 2 生L, 2 

()も信 2 0.o 勺らt示しfこ。あ｝一足粒浚t‘｀ラドンを放似さ々 3 掲令 Iなキュ，) -発をそ
り湛度っ，l租瘍槽，こ的／特閲 1炉持し碗げ， 吃つ吠j肋封してラドン訂，てラドンと導入り 3 k 

ぅ，こした。

2 測史姓屎 L 認のラゲ｀ウ幻屁知嘔fじ1J Iレシウムを屹れ柁｀れ 1 名， 5‘], 9 0 戻）

那えfe tのにつ l) て測茫可 3 と、 キュリー挽 1術封的 3,;; 分が姜必 1くつげたt "')も， 2 0 °と

t`I 特 9匈｛尿特ざセたをの Iくつ l)'( も I手（疇し‘` f直う Ta m ら第120 ,i,.芦乙囀ぅ仇ふ ：：：：のてと
這化刀 IしシりI-\ Iがクドレの杖り知吋して，ケくとも I O g_ま℃＇｀は影響が｀ね＜， ぐらパシ盈

復 9こも易噂され「d I)''('. をネず，坑賊ナト＇）ウム吋易含む＇あ 3 と沖謄いクク凌凌浚がは
約 20欠疇りれ河翠の影埓tヶ b tY¥.rA l) 広へ、 2 0 ピ7.-‘測定す 3 と松 5 0ft. I p.、 ケ 9,
/ 0 〗 z‘｀屹れ死吼塁繹，／/r;., 盆バf'’3 。 伽 504 の昼も多く可 3 と記たパ肇が栢孜的 I：：： ：叙
ヅす 3 。 現l 史湿度 3 0 ピ／ ナ。亨＇も同篠 3 闘伶ポケられiポ｀， 放広尋·はユク乙 z葛虔し
た鳩倉よ') t多 l) 。

知 3()4 と伍鳴g同蒋 /(!)n え尋狂杯っ ll て 1-j:恥01- I ~'く駅もとそれ尼｀’it /), f尻 / 

0 9 も1JU 乞たものが1可瓜も祐 2 0̀  o 竺：ね 3 位疇ぅれま放戯 Iな完全む＇；；；った， ：：：：っ瘍合
訊酋梵ガルシウムの斜騎ぷ住成し「J [)。低 3匁／吠ラ｝｀ンの放広量t疵｀じ｀さて） tの K 対し 9

ほ必Iい厖 5()(f.のくの 1芦用と防弯す 2 かのよう這ふ
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A33 
S夜ィ本シンいしーシ 3 ンによ 3 較へ‘ータ、令泉の項IJ定

L; 'liーは Sc.iぷA0.℃o入 Co 知応、'l- of ,S:oft C3式へ R叩

東エ大• 8彗：キヵ和紫
下島立 。谷嘩｝

H;K^卜ぃ SHIMOJIMA AKira T-ANI 
' 

軟ベータ杖射骰のう見1 定に最も逍したも0) "'一つ'*漁｛和シン今し一シ 3 ンシ五て、あ a が｀ノな

直討すへ．．を点 1ヽ、少くな｀＇。 甚嗅匂ち I}"屯葛さりか 1：：し，汲Ilえの料青度tおが房知い

る仁めに影屑q B る牙座工の固キ l2 つ‘` 1. t町へ"t.
" 1す光償キ培 4袴誓(pし伍t 6212.)/ Nm ov知rlo叫勺~p.(8心d Aむ心';, Mo.J..JI.'LI9)/ 

心之 Ch"'-n叫夕恥I5之加，はふ4而 (Isot。rぺ P-e u～丹む砧 L...,bI T-, p.. 6')2)ノ s c..aI&r

(EK(01 Typ..__ N i,30 D) ~紅L令士セものさ使 l:f) Lノ こン午しークーヒ 1で r- terrhemy 1 

又＼ェ rro し f0fO P '<. E I-1しエン：苓仮'<. l'- 用｀‘1 試｀粗'<.f 1. 11- C-14 --.:．ーキ晋．哉～ ±中t

ト，しエ,___ I -f- 1 I - I~ 官e. f.flヽ• t. 

痢生の尽底屯蒻 lヶ．．｝た8) Iぅ 岐 5 0)屯つべ‘ヽ・ノクク｀＇うウ:..ドを域＇；す：も シ｀:... 4-し一勺

- 1-J:¥ t'税生しセたキて知年ず＜光電管"I 7 オト1J `I ードヘ迂七\...坊 3::. K 等‘‘`.、ク要「あ l/,

こ小i q座＼--島哨＇t及 l手｀ 9 と見中小, I司｝のうす， 次の棒屯 1-0をぎ．．tお、ヽて税伶＼t..

1. 洸阿斗士習惰冷のヤーマ｀し）イス‘‘l：： ｝すす 3 湿知罰悶
2. 甘料窮 4 杓咆，守り祖、ヒ大をさ

~. 該‘粁のお‘ざ方（杖‘料'I 4立覧／及厨 1かの有恒．乃 r)

午訳粁 a 環応見・ほ哨
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A34 
液浸シンチレーション刀ウンター 1 ：：：よる Cs-137 の浪'1 定．

Measurement of Cs-137 Activity in Solution by Dipping Scintillation Counter 

碑線医歩総合研究所

N&tl. Inst. Radiol. Sci. 

0伊訊正突，坪田博‘行河村正一，田野実

Masami Izawa, Hiroyuki Tsubota, Shoichi Kawamura and 
Minoru Tano. 

栽 Iマはフォー）レアウト店どの人イ本への影響をしらぺ＇ 3- 環として屈中0) C. s-/ .i1 7 の訴l 査を

行っている。 その場合徴量の Cs -73'7 OJ浪'1 定が炒季である。

微量の c,-/37 の演'1 定 1な Cs さ純滸 I：：か紐 s, 1氏）＼｀ックグラウ;;, I、••G- M 7J、7 ;;. 9 ーで誼1定す

ることt可能てあるが， 介顧操作水 1さん競なのて｀．累教の試斜の処匹 1：：は不通当て、あ弓。

こて‘淵’1 定 l et Cs -/3 7"' →復叔硬 B a... -737加の『放射能によろ：：：ととし， かっ， 固イ本の試紆が則

定には莉々の 1困難を伴うのて．、， シンチレーターで浚偽試料中に浸漬して 5月＇）定する方ig, E と

見 そのための言術條件を検討した。 その癖果は尿中") Cs -137 の分析のがならずJ

放射甑の汲'1 定にir-'/ I刊て｀•さる、¢兎えられる。

展置 la:米国 RI DL 製シングルナャンネ． Iレハ°)しスハイトアナライザー及び＇英国 1＼ーショー

緊 2"x 2• No. I (T-R.)クリスタルを主として用いJ金矢または含泊て｀｀シー）し1-‘‘した． Cs <1)フォトヒ°

ドは約 8 cprn. --c·'あった。シ曼頃の方滋，はクリスタ）レの固囲の液

そ

1対舟の『

ークの評分のバ＂ノクグ｀ぅ，ラン

屠の房せぷ冑しくなるよう 1：：：した。 7 オトヒ゜ークは o.66MeV を中心として 0. S2 ~ 0. 82M 

er の句さとった。

切った。

結果を図にまとめる。計数効$: Iま浚晋によって愛イヒし， 凌の比重（モリ 7'・デ＇シ雨委アンモ

ニウ L＼の含量）にはよらな I) 。 このことは食？登の涼1 定にお•いて非栄 1こ便J..,Jである。液の量

訳i曾加す 3 に従って全初敦効率に対す 3 コン 70 ~｀ーの寺P 分の利合が増加する。 しかし，

数効率をあげ 3 ために， コ ::..7・トンの和介毛含めて測定するこ℃は正万麟測定のたあには

コンフ゜トンは0. 1え～0. 52 MeV  の向をとり、 これよ'J f氏エネルギーは

計

妨ましく沿＼）。

これらの結果から） 1たrC／以の心737 き含芯試‘料溶液 l .f2を 6O.,..._;_ c." S 7.の料度で浅’1 定．

て｀‘でうこ℃沢わかった。 この試料

澪澄を 500 叫 I二ぅ患統すれば30 'if'-て‘`

60 分て‘`3% の頼哀c."浪'1 是が'5 災，

可能-i:"あ 3 。

尿中の心137 Iii.善通 20~3ott C/.R., 

ぐらい含乱れてりる。食々 1さ尿 10

1 つの検体 x tてし）

5 のて｀， そのヤに含ま水てい 3 心

13'7の量は約 200~3oorrc である。

幻00叫の溶液こづれば60か

て’'SX の輝霞て＇汲'1 定て＇•さ 3 ：：て松

わかった。

｛で処珪：して

これを
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A35 核分裂放射性稀ガスによる結晶構造変化の研究
The ~Use of Radioactive Fission Product Rare Gases for the Study of the.;Cb血ge
in Crystal Struoti1re 

日本原子力研究所化学部 矢島蛋使， 0市披純雄，亀本議一郎，柴 是行

Seishi Yajima, Sumio Ichiba, Yuichiro Kamemoto, Koreyuki 
Shiba 

恥hn は天然に存在する放射性ラドンを使用して emanati on 法を開発した。この方法ではラド

ンの親核種であるラジュウムまたはトリウムを試料と共沈さすか、または試料に沈着さして、朕料

中にラドンを合体さす。その後この方法は、沈澱の生成，結晶構造の変化，分解反応，固相間反応

等の研究に応用された。しかし、との方法は化学処理により試料を調整しなくてはならないことヽ、

測定器の未発達のため、発展しなかった。核分裂の現象が発見されてから、核分裂生成物中の放射

性稀ガスすなわち、クリプトンおよびキセノンを emanati on 法に使用することが示唆されていた。

本研究においては、結晶構造中への核分裂放射性稀ガスの合体法およびそれらの emanati on 法

としての有用性を、数種の hem a.t it e 試料につき X 線高温カメラを併用して検酎した。

核分裂稀ガスの合体法としては、試料粉末と酸化ウラン粉末との混合物を中性子照射すると、核

分裂の際の反跳エネルギーにより結晶構造中によく捕獲されることがわかつている。しかし ema-

nati on 法の場合においては、高温において試料と酸化ウランが反応し、 he s.ting ourve が妨害

されるので、照射後酸化ウランを除去しなければならない。二酸化ウランの微粉末（粒径～ 0.2 ｵ) 

を含むホルムバールの薄膜の細片と試料粉末とを混合したものを照射し、照射後金網により核分裂

生成物と合体した試料を容易に分離することができた。

hematit e 試料による実験においては、 r-hem a.tit e が a-hematit e に結晶構造が変化する際

加熱曲線に顕著な:pe a.k が見られた。この温度において、結晶構造が変化することは X 線高温カメ

ラを使用した振動法により確認することができた。その他、 em a.na.ti on法による heating curve 

より X 線廻折法等により検知し得ない微細な差異を知りうることがわかった。また本法の物理化学
·l生

の研究分野における有用珠についても検討した。
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A36 核分裂反跳紀より黒鉛中に捕獲されたキセノンの拡散の研究
The Behavior of Fission Products Captured in Graphite Powder by Nuclear Recoil. 
Furt坤r studies on the Diffusion of Xenon-133 in Graph.ite 

日本原子力研究所
化学部

矢島聖使．市披純雄．亀本雄一郎． O柴 是行

Yajima Seishi, Ichiba Swnio, Yuichiro Kamemoto, Koreyuki 
Shiba 

従来、黒鉛中の核分裂生成物の拡散の現象は F i ok の式に基づき取扱われてきた。しかし著者ら

のこれまでの研究の結果、黒鉛中の拡散の如く簡単紀 Arrhen心占名の式に従わないで複雑な挙動を

示すものは F i ok の式をもとにして解析することが不適当であることがわかつた。したがつて本研

究においては、黒鉛中に捕獲された核分裂生成物キセノンー 133 の拡散を、従来とは異つた方法

により考察した。黒鉛中の欠陥紀エネルギー国で捕獲されている核分裂生成物の放出速度 V は次の

式で表わされる。

v=—昔＝戌濯炉dx,dy j-} exp {一げ｝ (l} 

とヽに、 n : X と X + dx およびy+ dyの範囲に捕獲されている核分裂生成物の数、a. :黒鉛から

脱出するため紀要する段数、).} ：核分裂生成物の黒鉛中の振動数、 k : Bo l.t zm a.nn 定数、恥：核分

裂生成物の拡散の活性化エネルギー、 T :温度

いま黒鉛試料を加熱して温度 T1, 時刻t1における核分裂生成物の放出速度 V1を測定し、次に試料の温

度を瞬間的に△ T だけ上昇させた T2において同様に放出速度 V2を求め両者の比をとれば

配十国＝竺？3＿K T炉— lo g (V2バI) (2) 

となる。 (2) 式より放出の活性化エネルギーを求めることができる。著者等はウランの核分裂によつて

黒鉛中に捕獲された Xe - 135 (l)放出の活性化エネルギーを天然および人工黒鉛の試料について約 3

0に1200℃の温度範囲の間で (4)式により求めた。また各種の黒鉛試料のHe a.ti.ng Ourve (朕料を一

定の温度上昇速度で加熱し一定時間に放出される Xe -133 の量を時間に対してプロットしたもの）

を求めた。以上の実験結果から次のことがわかった。①黒鉛中の Xe の放出の活性化エネルギーは簡
vs 

単な Arrheni~(l)式に従うようなものでなく複雑なものである。②活性化エネルギーに関しては天

然黒鉛と人工黒鉛について差異はほとんど認められなかった。③実験を行つた温度範囲 (300-1200"(V

における天然黒鉛からの Xe の拡散量は人工黒鉛に比べて著しく大きい。このことは Hea.ting Ourve 

が活性化エネルギーの分布を示しているものと考えられるがその Xe (l)活性化エネルギーの分布によ

つて説明される。すなわち、天然黒鉛では低エネルギ一部分に Xe が多く分布するが人工黒鉛では高

エネルギ一部分に多く分布する。④等温拡散曲線における彎速い”拡散と・遅い＂拡散も同様に活性

化エネルギーの分布により説明される。
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A37 ニッゲ IV ，，，c(厄戻について
私四一イダ必炉：心ぇ年ムー？砥五

0（叡町田中香渭 （往祠） E ）J I 砕吟 面収釘八不益易（籾庭笙）井 b 呻
巧乙少 凡心込·戸—ふ応ー 叫～ Y?」 松心Jrぶ

（詠ェjllj')岩氾え·計 （原研） 天呼を （和戎呵）子案庚
四山名 加心.d..,_'~ M.石必

ッケ）V 疇克の励起國戸泣必必／辺• L←戸t便）た杖第化沼て．．

以戸｀ら巴阿qエえ）V ギー範函 I:;:. わたって痢定 l t，荘嗅菱腕寺すみ．

7 -f. 9‘I r 稔 1 反応＾

克

次表 l＝子、したニ

覧

6
1ル
気
儒

（以”"/'Yl) (d/p1/1, +c(ぇい

（以9 0(九） （凶咋仇）

低四 （ぺ、 P九）

（豆認+ o(/玩）米

（以／ P ) 
米

(o(91) 

（以. Y-') 

米

（以／ P仇）

(c<,.311.-）夭

((;/.,c1.p' 

（咲，叩況，ぅ＇

(.o{／えれ） （o(,咲pn)

紅廂砂9必砂吟だ｀c 辺砂必四の

ターゲ｀、‘/卜苓仮）で 19 るのア、9

け脅支認と考；に丙う如

‘を⇔寄牛せ茎,/ ll て楚定した

もの

゜
（c<,ぷp)

二三の蒜果を示すと

露平 ·_·呪の反支＾につ＼l て 14'（位）反応也t令 ll 了 1ま 1ま・全封み全荏反をの合計ぶ疱I られ

てりな(E" ~ 30屠ず）。それふら推たすると年四クの属如叩レ加i＝よみ訂算ぅ

稔＝1. 1 X 1013 om,.の直 I＝合うように見える。 又 I炉の伽なと叩卓砂吟心 1-= t-み辱在とも

に体含う弐 Ir 今甘箪 I古ダ‘｝、大き過ぎ‘‘る駅ぶ斥 lI ぜも序＼ l,

（上） 冷五＇の観秀I 、ヽ一、、魯 0 (C(応）反た＾の立 5 上！直応（忌＝ 23 位「閃血）

親唄'I -:れ飼

(1) 

に小さ在［（知“が

匂忽ヰ吠｀比較．．―｀ (1) 6ｧL O)吠足応碍u "l p反名：この比較 l木 紅辺心寛駿そのもJ) t' 

ぢんぶ・東追ェ'f- IV や一直b `‘叩o\ 1直と合わ斥 LI ＾ゞ！ま症 11 かとりう専ぶ‘荊饉とほって 1Jる。

食‘,; I古弘必戌応ぺ及応のす E•す花t')直し戸わ 1t -s··.,,'i·,'fl(乞今蒋泉もな出て弘忍辺

ンく危各ら孔て LI るデーfをtt軟照令したとユろ 9 号44んゾー吸瞭峠梁百 I「からエネ Iレ手｀—車

っずれど云々す~ o¥ 11'非玲 I＝危戌0/よう！＝恩．わ孔み． iず透在得られて 9）み史畷も‘らて" 1古

はずしt年～ぷ加心イ三と予塔;-; l な心と， 1 }荘蜂しつ，がなし）。
( F) 霊｀の反応と 6＆の P 反応： こ~ tヒ較からも（イ）と同 l'贅蒋しかど荏 ll 。

（千）設辛過栓の令吠tt • • -• •• 5贔ら災. J~対して 1ま 7゜にトン攻武が｀ニュー

と \l う経果が‘3 呵茫言ここ孔担。 気年につ 9) て 1古軍 l肴，本逆が古，，，。 2 れ IF 桂十の＼鋳令ェネ ,v

やーとァ戻喩夜のエネ IV やー孝位密栢に関合するも d て••1競合「達滋命がらの予唸と落しくか＇「細

(3) 

ト n ン放公古＇J尺ざ 9)

孔 Tュをめて‘` 1本年りと逆・ 1よ江，， 0
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』 A38 ムi 13? のメみこ応

応心乙・ク”o f Lぷ39 ル 9.“ こfmかんダ

回、ヤ含男慮在），古 19I 麟明（松雇）、ノ岩回芳：咋（京大エ芍ら八木益男（東此六紐）
珈在0 Ta心知 “‘c/2、・，，~'.,;.;;,,_ヽ／ら心 Shl,・クJ~~た M2絃o Yagi 
天野奴｛厄右）ノ井 lフ朔（東秤大頑），チ琴実（オオ技臼）
払 Yヽ点、9 月心心 Akハ玄互7必c んし｀ 灼¢辺9 アLr rk<‘ム之

炊 1こ示す Li巧のク／支店、の励足函数を 5年紅必 To li JJ7e t-,知乙を印，，た放身キ 4と法，z よ，）

底ピ／0 ～心 MeV 見節涸 I：：：かたって測定 l た，

ヽ9? 1位
Lみのメ反広， I＃ Ce のf I芝店、ぷ授令核ガ＇向一

どなリ 原み核反店、のオ笈令校形成‘理綸の造甲

性玄侠I2 3 のによ 9) 実蔀初どな z 。

クーゲ＇ットど（ては高荻度の La らをアセ

トンヤぞ／0必アルミニウム喀乱た，づy召欽冨

<fJf I::: ；＇だ絡オセうす 9 ）伶を作―’Jノ上凌在降，J

た後少量のホ゜＇）甜邸ビ‘ニー，しを加えて桓定 L

た｛のを 1可，，た。烈射 1:,-i.来大旅屈／‘゜り

サイクロ I- 口、一ぞ加近ざ和たメ粒名の<::'.'- L, 

を 1#, ）／入紺エネルギ｀ー Iよ 4OMe-v e 32MeV — 

忍達があ 3 アネルキ＇‘-紅固，プニ度の翌身ずで‘f妥

ナヽ；よう IZ l -j;_。感身す后クーゲッ I- I-;/; 癸浬尋

政て汲［環 L ア）レミ＝ウムケ畜と今オ;J:ウ醇を加

欠て加P.r l Lむらを翠儲 l 九．姦癸粒 I釘多残

：査を 3 tv'忍『西久 Iっ淀眸( Ce  (10心によ｝次鮎Jど、

によってセリウ l、こ使の合士姜使ぇ一贅t名今，耀 L

1, 。 PY14宣紗圧ォ北ブュ圧臼名t舒箔で／終そ洒I

定し放釦斜の紐対イ宙乏砕tュ。 C e.汁I あ••よか'’(乙/9?

'"'及，K 足＇’*の放出す 3 、イ名、＇ヱネ，レギーのy恭

＇を井戸'!I:l'の NaI 桂品苓用，、たシン今レーシ a

シカウ＞クーて＇‘;,苅｝定 l 稚定 l t~令t数炒辛j¢並

同，て終対イ急を絆た。 P沢‘！乙つ，、て 1 ＃短，，熙

身すの后ターケ＂、フトを l ムちナう板，.,_ I キせみ~痕］

潤加射線を去が I ，に作西、2 対 L て／ go° 、',{,t筈

ざせt•ニ→のシ｀／チレーションカウ＞ター、

同飩紅叙€乙フて浪｝定 L た。雑灯（直，＃忍約，9

森ヱiた肌；ユZ ネ母券紘 I庇，ュよってぷ叙戸年をポ

め， 及，，イ直そ産］同 L て埓＄ふプ1,

牡界 1;!- ;¢・回,.,_示す油，｝て＇、あ 3 。

半滅捌 壊し変型＇式

Lみ図区叫•Pr'位 屈、ユ峙 万，y（砂

(d:, rn) ('e/4-1 32、夕臼 戸―

了 o ll/-2MeV 

（以， 3n) fr/4-o 3、S 介 戸+, EC 

（叫 4n) Pャ139 4.5 時 E C, ff 

心？ /40 日 EC,y aI6が1eV

2吻

1000 

C1'(,nl,) 

IOO 

0

3

6

4

 

ー

2 

I39 

La.+よ

{d-, n)  

IO 20 30 4-0 

(Eol).hib (MeV) 

BO 



A39 森F 存ぷび5,v の（的れ）亙応

（叱,n_,)知“年心 I゜ぃ笠• ←ん万

0 （京弁文理） 吋 P 哨 (:t:tや『） 田中蓄身
A訟 l戸必’ ぶ戸p T砂戌

手し／ nv の（oi況）反応 4 甜而穏をfo<=- 3( 芦手て9` 5友必ol.,-E¢ 口／たf更）戸杖和化幸
て、、南っ E 娃巣を被告する。 これ今＾反たへ/',;訂c,... 内よが坪Mの漁祖体放知I主）祠位ぇ哀の

鶯迂に対 l ても月虐。さうべ｀ぎ 1荏蹄今ーっt‘苫ろう。 入射ェキ＼V や・ーは 30 tvwrを運J...百，

脹甜 I 二 11: R み『 I砂砂寸ィ 7 I>.ト，＞ンぎ代）司 L, も｀—ムの強ざ 1宗 7r ラデ＇ー・カッ 7・百印 U 了

苑I, 花。 チf二朽ム・ターゲ｀ットとして 1 1= ＼的 I,gス，っ金底籍を用し1 ノ パ‘ナシ，、ウ 4 ・ターゲ`',f-

として 1古ア）V ミニらム昇iの上ーに 疋 0\- をッ•舟，，J yャー・ラ、プカーと叉 1つ吠ざっ 'T て 1乍っ花

も＾ど用 LI E．惑、射佑短専今杖船飽せ怖遼ごtての了，兄の均知—戸一＼様 ぢ‘よが覧<7)

釦伍— r緑を 1羞一心 x る一生のずた型刈~I シ‘／ケレー 7 -i奇I 1たし瓦

チ 1 ＝ウ 4‘ fーゲ｀ット I-=- ついて 1木心v ャ、そ吟 1色の吋磨旋種と＇IC,,.とを令証す 3 戸糾， 痰裔

芝迫）ね。放射能の＼（びF 他 1木 r 雌o\悲席ぜー／ヴ計教僅 1=- 老危七" -J歎牢ヴ史瞭厖を乗 c‘

て並IJ.. 1::. 忍伍，路。知 4 『緑！-z lF l てi1s 史々 砕， 0, 0 応 4 放乎を採船 l 瓦

特今れわた応甜 r"棗の＼名を来をエネ）V ぎ一の出夜として図禾すみ，

ニ 4 帝泉を包逹 I＝便和1 存ように加＇んなど曰4 贋 u ターゲ、ット（＝下う亙危牧平）,.,.

乗箪すると王（い）見ぃ 1.~ 井して 1下 2/.r 巳伍パ

1000 

0し

('11\•) 

100 

SIV (d，れ）＂加に対（て 1 ま ふ舛肛．んAん と写み。

祁 51

Tt(o(m)cY 

10 加 30

(E.)叫 MぇV

81 

1000 
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100 
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A40 
卜 I/ 7ェ＝ lしス和‘ンオ打咋‘のジラ，1..-ド今ャ＇しマーだ元

ね心丘私況凸4よし五左f砂ゲs竺¢―
註配詞麟口 社違阜雄． I. 0 玲木仕枝／長連英
マイツトー7゜府修所

"“K.k 叫知み叩， 7̀ Sテ如', T 必

頂約荷微釣耐ft~物のレラ Iし l万ャ’しマー反,t. I可釘す口『究¢—号としてトリ 7ェ＝ー IL-ス
チビ'::.--オキすイドのシラルド合L マー反元と訳わた、 比訊如態の高卜放舟直了ニチモンと

) 3 た炉の條ff．ざり K ¥の扱構,~つりてヵ万察 k !:r l><たい． 生灰可 3 奴村I生マ:::..分モン I子

I 2 2.IJ!J(”頃 3 品）／ Z叫疇 Z，以）／zハ（和鱗 Iむ） I z !/-叫□2 I'll!）／之 4 （和氏
荊t o cl.)戸尻ぅ。

麟紅］ ずI卜生チ源 k してJ K R-11な戸l•生手藩 K 用いに。戸— lし貶｀ド号入し K試料k
2 峙 1暉詠中 1卜生手王賎折 L k のち，へ＇ンセ＂ン、K とヵ• L糧の I'夜性で＇手貞出しかい疇ぇ一定尽

にして加し 11 7・レ.:...令レーレョンカウン］ーにこiij定奇 3 ．戸、方該a: o, I が H Cf,,丸／／

“/ H につ\)てしりべ＇た。さら這、加時q試料の弥：態にか 3 差も l " ̂99 3 ために°. I M 

詞3 C o o 汁ぷ 0, I M が麻叫＇牲ヽ彗jた遺‘料をi}也さ七て吐f文(J.I t(ァニモニアアし
カリ，1•生て＇、推土、 L 測定 1 て b“ 卜がt ,1 -f !ifた、

t::t i叩t £求｀めシr"-あ K 4 If>定量 I仄'•,'過硲化棋ーローゲミと P f玉£用し1 T"'匹心fJ今

柚iL印1 綸公t'応表）。 す Tふわち庸微/4'及-,;,'永雇 I2 令 1. ii\. J栢扱‘叩 l見k\ K か解 L 5け邊
蔽ft知·囮に l t P - 1＂ミン B £加えてパンセ＂ンで袖出してぐ6 0 勺が Z“ 比色定量 L 万わI:

疇能副定}')比炊術熊と．求‘あC<.

凍知＃昴J i)抽よ記j?,直 l生： J、 I M H 闊ず佳／,v !V H□HI= フ、｝てしわI\’'た。＇讀ぇの屑出辛
l7'I J{糾研fー局，〗．＜冗が＂あ 1',?、/ M H 々で＇／子“ダ／て＂あフV-. f f.. ~')フェニー心 7、

ロ：: ／口：¢入口：: ］：：）］IA)]/／のス末H:：↓(;t: ::t..... 
十t"ンオオサイト•'1;j: I-'/ 7ェニー＇しスナビン (n紅9 Jt年 7 月 B 本i]心i大公 1二怒炉

喝(OOH 叩 4..11 I j V) i這濃屯足 I支：卜）左ニー IL- 7、4--ビ';:_.-オキサ 1 ドと国 1年『＇が殺

｝線ぇ 3, 7x/P“r久， 1＂ 1 陪 ln"1 tた鯰泉／IJ,z 尻"'/4\有fず介つた。
紅J 卜IJ 71 シー＇し 7、+- t"ンオ守サiい｝線t•'i-す可 3 汲妬練東足月 19 1--り 7ェ＝―'L..スチ
ビ｀ン lーくらへ｀ t，えわか乙 llヽ立＜，~ (¥. f--炉が,, iンションがふくく，｝、、嗅紺格教がえらい Tfが

咋．匪加時 If木卜ii也：せ 0` I N NH16 H 抽ム去が}し). - 1 J Il tも 1T‘3 と符L ク•パ／9-3グ

か化杖卯粍で＇あ，た． 秀fすでJ-o. /\-加lレ製ぷ唸L か鈍和叶の比放射能 r2＾外 n` h .2.時向座射と
t 1 求あr,_廷，i /_ /xぶA C/iであふ
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A41 ハログ｀・ン馘咤絨湿L の寸、ットアI-ム比牙．一品寺函支温

Hot-At om じhemi s t ry of Oxyacids of Halogens _ Chlorate, 

束尺涅 齋籠信房 0 名 曰汐． 4たバキ成
刃： がr NOBUFUSA SAITO, ISAO TOMITA and TllRU SASAKI 

’‘ロヶ｀ン謎乎綾 1羞の中、r舌う烈身J庄｀ 囮子11 ｀液＜祁、移、)l旨柑Ttfビ‘の積尺の 1目につ＇’てわ＇二 Tふ

V‘ 、 そのf杯 Iこ観魯 1 が b .f’ツトアトム効果，C)~ する知見，，うち、 麦手，綬tj,._I)、ヨウ手組虚？、

,:.っ"'(,;でを，：私告し 1= 。今回 11 t~手，峨ti,. 1= l(lすら実験っほ 1 1 画べ‘る。キ惇j- 1訂‘碩，こ

J ? t生す＇るもウ‘”いが 1ヽ 5 北恐的矛tp i t- ~ o'.£ 国樟（，t；晶）、尉昨 1月の＝オ月につ,, -z.化

糸 l T-c.。

ずすづう！9, 射 Iユt足え直，1 9望るfグイクロト・ロン l ~IO'Tn/C/111,zｷ sec.) " *--ったほかJ R R - 1 ( 

J x 10" n／心・ sec) l ilf用レた。烈射試＇呼，3 国柑，税約の 1も令に,; kU03 1,• J.が＇ N辺 0丑；晶£

1) I ・た。街»；柑，！f.知の 1ル令，二、9 はイオン文 1桑積国 [)owex 1 X -8" (/,,..~ 2砂 m匂）火Nで3 型

L KaoJ 7k か9< t`'£’．戎しt尺tUJJ竺とし、水；も、瓜 9もしtダーゲ＇ットしした。紐裟がら、？、一

射 3'(,'’ のゑ直均· I匂 1J均砂吟／月以肉'1.,’‘わる。

照 9i v 1',,tt『8 1= つ" 1 、も！ O'` t&-f, "'~望人の雌，じ n£ 往，2 t'’のiぅf、I,;-和 1 、千，す力‘a 、 K. :J". 

McC必し3) ら b‘. Jil \9 た方以，''1 じ't籾べ 1ク。 1 ，，出見、i；り小た広射註，3 ， a とんt·必ヒ

ao；，級化月£佳，tな尿 1 る::.しが'pgゥがt 1、ったのt"、}•人i麦，， T l頁て― ,a こっ白糸，，ケ殺，，

ヶ 1 わ‘二 rJった。 1,2 わラ、cJ!,~,, Aがルとし....ク雌し、 ヮ液中，，叩3’；戌飴畝吐"(_`'心NO,_’ こ

J 7'( 長元し 1a じ'< AJ“とt'(,今紐レた。 3 た‘#f 9旨 1月胚身す，，tわ令，二 'a ヽ-t f喬実栢，，，tt

呈カラム上-,,..“ーと凶' "，，I;;-芦L さわ＇こ 1J,うこと Ig'わが拉牙令t•• h 3 9こめに直ぢ-e.ヽ．，1,,二と

*`• 9B りも｀ヒfヽった 9 t"、`!f射した射JIb ，，カラム、=.2. M /:,N03 iたケ直しt向元 L Id 9キ，2 漆

紐し、漆＊液 1 # B,0，， 1易令ヒ 1司杯，2 丈 1望しtケ蜘し rー。＇冷； 1 次表 Iこ：f，す：

(tも：U " ！．！射） 烈倉r•印月
烈射共·3 ヽら 方郎がら 1f..llr琵j力｀ら 茄討庄Jゑ度 epm

RET糾rION（劣）,.",, ... ””分． 、准·"” ケ祖 3 て・ 直 ’I足 9 乙｀ “— 四i

NaClO; 
サイクロ

60 min 20 min 5 min 120 min 2040 (0~5)x 20 0 ~ 5 トロン／

11.Cl03 ’’ 60 
" 

20,, 20 " 90,' 3280 (0~5)X 20 0 ~5 

NaClO し、: II 120 II 43 II 7 II 90 II 2930 t 0~5)>< 20 0 ~ 5 

JtC103 II 120 II 43 II 22 II 110 II 2110 t 0~5)>< 20 0~ 5 

KC103 JllR-1 10 II 24 II 滲葬直後 99 II 19300 1150 5. 6士0.2

KC103 II 10 " 1I 119 II 

" 
169 ’’ 9620 541 5.3土0.2

（樹柑キ，．照射） （JRR-1 、と』 3)

虚 1 2 

cprn )'o cpm 吸）

Cl — 16300 79.0 14200 84.1 

ClU釘 171 0. 8 46 o.3 

村討賭狂 4160 20.2 2640 15.6 

、：；［憂言：：if:兌4:々 :
I ~70 ~ 5 ~10 ;j--絆，佐野， 1いた

'l'OTAL 20631 100.0 16886 100.0 

／）肴It,.喝.,. t,9/ 9 ふ念 5 カ労なし五Jゆ． 3 ． 196 (I”” 
え）肴 ~.Iii騎．私見． 9 /1:, '-'Z 回狂肛/t””匂乍沼ぅ；，名紆 (I?r:)

J) K, J. McC必ん匂必ん 0. 6. H()ム心， C....,. J. “巧シ．I 之'!..,る rI (I ？夕I)
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A42 
コ 1ヽ＂ルト鍔逗＾ホ..,トアトム心学家＋専R シス仄ダトランズ｝＂ ＝トロi'トラ

ァ::. a ン鑓逗 Ho七 -A七 o= Cl..e'M.i s 七 ry of C.o ba 1t C o心 F 1 ex S a 1t s’ 立
~ - a ，，，， d た←——J) i M 戌?t e t ra 'M<M.i Me C。心pi ex S“七 S

菓穴哩化
吝渫 1言庚， 0 宕舒文敗，蔀里予威男， 4た野t専欧、官中漣；

N. S a i七 o 、 F. A 而 b e., "T. F.... ji"""', H_, S"'"""', T.To 心i "'a f a

こズ仄が・トヲンスシ＇・ニトロテトヲアンミンコ/\" IL-ト (111)含甘逗t熟中，＼｀生子烈、百釈 l ， コ 1 1' I レト

原子の（れ， r) 反応 I ＝ょろホ·ットアトム効昆五詞べ＇t. 試料（る肖酸逗） lt丁R"R. -1 "'水平官鰈

孔で敬 B寺向懇身i l t二のち，は成物屯下言e m ：：：：糧顎の方='ft 1: ょって合難 L ，各ァヲ 7 ;_菫ン

の ‘oc。による枚射罪左剰定した．屯た Co (II) "'7 ラク王ヨンにつ 9 1 マ， ニトロ、1べ逗．ェま I'::.

ょlJ enl'ich.=ent f a. c 七 o r 店来＇めたl::. ＝ろ，名で 3 か 1：：寸，ツトアト A 知昂が叶．とめこれ

た．

令難這： （1) 試料，，水嘲造苫'R -Na 形 1: l た Dowex-~OW,)(- I? (100~200 仇es h.)

沿勺 1s ')Y\. 1 1:. 泣し， 0 ， 3M NaC1 考菜（戌イオン＋中，！民令千左港鎚）， 1 M N ac1 

窓造．（トヲンス吋イオン， シズ難イオン＋ C。(I/) ! lj頁｝欠遼鯰）， 3,,__.s M Na C1 ;.落改

て'’91員次窄鯉 L t, L M Na C1 の 7 ヲ 7,_ ヨ;...の後半 I了， ｢o (11) の中且倅左加えたのち）

Na. o H 逹奉て'•C. o C. 11) 之吹絞セせて） ＞ズ鉗イオとかt令謡した．

(2) 1<-NH今存"'J)o w e.x ーぷ 0111,)(-8 (100~200 '>1'1.. eS h.)約iS IW1. 1 I:: 抹＇料＂水苓求

定通 L) 0.3 M N4C1 遼滋（戌イオン＋中、t!t含子之遼総）， 1M NH..O H + 1. M マロ上酸

窄李(C.。 lll), ト=;ンス鑢イオ;:.'~ズ鉗イオンt哨次溶輝）， 3 ;__sM KC1 で幸難した．
(3) 0, 1 日シユウ賓アとモニウム中液t雹研管1'. L て， 口紙電気・iく書ヵ逹 1... t →て言式料の分

紐t行→た．

葬果：各7=;7 ::--ヨン I＝対して／下表＾;:. -::; ts'ー C。の枚身1 9との今石万ヽ- f号下れた，

シズ甜逗 トヲンス鉗ヴ呈

内イオン・中i吃分子 ~6  1/. 3 ~ 6 ,/4 

Co(.II) ~4-0 3 !,~44-

シズ鉗ィオン 41~46 L ~ 9 

トランズ鍔イオン 4 ~. 7 45 ~ 5 7 

2. +, 3 十イオと 2 ~ 7 0 ̂. 4 

そ n A也 /,,. 1 ~ 0、 5
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A43 
コ 9ゞルト錯逗のポリトアトム化学（オ渭） トリス・坊‘臼 1レが）がキゲマト鐸湿ゎ粒
ド）ス・叶口 ‘I す 7 トヲト錯滋

Hot-;A如n Chmstrj叶 CobaIt Comp1ex Salts V TtiS-d濯et~l~l_yoxi叩加
and. Tns-nit ro~ona~ht holato- Co叫plex'es.

各藤信角〇畠永 俎• 4左思予樽敏
N Saito. T. Tornma~a, H Sano 

（東大狸化）

遣琢i立 n 認4立-l A 1i.含む Co A3 型lfl錯啜t中 1卜生み熙討し Tこ P緊＂コ／；、ルトのホ、リトアト
ム効稟 l1 A がエチレン:;),ア三/ 1)) グ‘IJシン陰 4 オシ 2) l アセチ）レアセトネート 2）， オキ
シ示ートガの場台に？いて 11 饒 I: Z れ 1 1.·、 1~ 祁澤 1 れt \/1み。 第着ら 11 CoA3 翌I 11 錯塩
{ A 1-;. ~、メテルグリオキラマトイオシ， 1 - ::.トロy - 2 ーナ 7 トヲト 4 オン又 11 2 ーニ

トロ、1 - l ーナフトヲト 4 オシt含もものtそれぞ4 中 1fまる殷射してコバルト n i‘‘‘I トア

トムィヒ労の雑究 2 行っ↑こ。 奇報 n 締果t釦知のもの及じ、次報 3) に含 3 れるオキサ，、ラトイ
ォアについての詩票乙あ印せて比較しこれら CoA3 狸甜溢にあ、いて Co(ll）の形i｀ターゲ‘ット

から行詐研貨~fヽ旅肛怯コバルト n J1/ 合が啄位み An 稽雑 1·. ょ 7 て£‘のように痩化するかを
榜討した。

言式料鋒湛（涸 4本）はJR. R-I 原、矛 Ix,'11) 7豆稟棘孔i‘約 5 蒔向中 I~庄紅殿射 1 iｼ'l. T-:: 。 卜 1) ス

刃オルグリオキラて卜鋒塩 11, 照訳殺， 口紙富気ぅn鑓（両環湛釦配夜~ 11 1 ｾ 1羞化

ナト 1) ウム？屁象疲中），ペーパー 7 ロマトグ‘ヲフィ （アンモ:::.ァ，メダ）ール，ァセトン
系殿南制） ／ぅ紅某袖炉去（ 2- ニトp yー I --tフトールと困ぃベン必ン 1-: 袖出）） うか餃

抜 (0、 lMNaOH i` Co公t戎殿）及び 4 オシ友樟l印耳 rJぇ‘を用いtターゲ‘‘‘I 卜から Co (II) 

の形 n 旅酎能t仔肩店 L T：：。 生欣、した旅射 I~庄コ 1ゞルトの 45~ 58 ％が 102 み呈渡の滞織4系秘又

f Co(ll) ℃して行雛?れ, ;t、ットアトム効果が｀誂のられた。 1ー＝トロ、J - 2 ーナフトラト

及 6‘2 -;::.トロ‘) - 1 ーナ 7 トラト躇虚 ·l 11 ぅ和某抽出戎にi 7 1 旅射 Iはコバルトの 1 0~ 

1 6 % tf-I 02 以上のぅ農絹i｛糸吾奴｀Co(ll）こして 1ガ雛 9 れ、 これらについてもホ、’I トアトム効果

炉訊められた。

ホットアトム効果の研究されたこれらの Co Aぅ型錯•t逗において Co(Il ）としt仔省i1 111 耗 TJ叙

J;t'卜庄コバルトの言Il 合と比縣：すると翫位 3 A のケ手骨の 1 3 I.‘その↓3 乙、9 Co(11) としt分詐河
能甘裏Il 台pミ小さくrJ IJ i,t 7 t Re ten ti on が増加する傾向 b勺＋といられるよう 1、あみが，

乙小 I？亦、yトアトムの反応の様積t稚足iる上 1ヽ ｀朗昧，，くわる。
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2) Nath, A., Shanker, J., and Snvastava, S. 8., Proc. 2vid. lr'ltei-n. Co叶e戊nee,

Peacefof Uses of Atomie Enertf.y, Greneva ，斡， 58 (195"8) 
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語会讚~(1~60)
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A44 コハ‘‘lレ臼躇塩又）ホットアトム化学．葛 6 森と オキサ‘'ラトタ昔橿)_.
Hot-Atom Chemistry of Cobalt Complex Salts. VI, Oxalate Complex Salts, 

鯰這理輝疇 斎藤信差， 0位野i専‘埼文，書釆健．
Nobufusa SAITO, Hirotoshi SANO and Takeshi TOMINAGA, 

Hoffman 名＇ぶ初｀ Martin;l) /;f 応［ Co(ox)3] '3出0 と約 70 Mev 9 1 線が具忍射
し， '9CoC r, n)'8mCo戸Co の及応て‘＇生ずる放身が1•生コハ｀＇ルト 0 97~100 劣 が＇ホットア
トム効果 9 ：：より Co (JI.)<1)ば態、ず得られることもみているが’， こ0)錯湯0 s-9 Co(n, Y J 

6om Co, 6u Co 反応によるホットアトム劾昂の碕約 1＃今日 1 1‘、あ＇こなわれ 2 いなし＇．
(I, n) 及えし (n.) 1) 反応におけ 3 コ／＼‘` ！レト原手0)仄跳エ ';/-1レぎ‘-11, 後菟，：比戟

して崩偽0)タが＇丘‘炒l的に人さい． したが＇，て両反応にぶシ綽景t比裟するこ le 11-,ホット

アトム効果の研戸嗅呟ゥあることと矛えられ 3 ． 今 I目 1まこ0)目的に加え-z., 2 0 に差文柔塾

のオキず、ラト鉗場/c:.ち＇げ 3 ホッf-ア，トム効昴どチ月虹に比敦す 3 ために戻駿名お二ないJ 弓

r-:. を 4 絡果をクロムのオキザラト錯J,ji__ l-::. おける紐果 2) と比軟した．
用いた言入料 lキ， K3 [Co(ox)3] J出0, NH4 [Co (NH3及 (ox)z] H2.0, [Co(NH3)4(ox)]Cl 

あ＇ぶが‘ NH4 [Co CNH心 (N02b (OX)] 出〇 の参昔場ーii:-, 原子炒 JRR-1 て‘‘約 5 時閑宅淮

子簸、術レたもの-z`、ある． 今雌操作 lするの第一しし 2, J:..言ゎ言式斜0)一足愚をとり 7K I号危かレ

丸イオー／虚印霞/:.よっビ [ Co(NH山 (OX)]Cl I こ吋し 2 ]了陽ィオン支撓相廂袢も

用い， その他のものにっい？は陰イオン交揆尉脂租を同いた． 1 た第二の分離弦とし7. 11, 

ロ紙雹屍永勤残t l打I.,｀，垢も 1 五恥.]:. OJ斜虚を加羞瑾俊， o(. :::.トロソ戸ナフf-ールの水

酢級痛液を噴霧し？手｀こ汀，た． こっ賂も位置と旅射能ヒス1-ク｀’ラムの対座、かり， が，、I I-

アトムそヵ昂があぎらがに占とめられたが‘/ 3 らにイオン支撓移璃私ガ｀今綸したふ＃賢/:..フ

いて）錯ィ丁ジt釦パ直.:::..)-口‘J RI品ぅ考によりコ l ヽ．、 Iレトの比色足屠乞名‘ンない／

Enric.hment Fa.c.tor ももヒめた

これらt7)綽果しし 2 1 60Co の約 70 %),x.J;:..1..- Co (TI.) °'；）ズ態、£’‘見ムぅれた． ただ｀し

叫 [Co(NH山（ NO心 (ox)] 出0 "'場合に ,1 Co (TI.) 0 考賛 I ；； ｛夕］外的に1J'くく、約？0 % 

祥笈 9‘、あり， ：：の｛直はオ午サ，、ラト鉗瘍a 1概J:'も， ニ)- l:1ァンミ→／犀易/::.ぁ・ 1r 3 イ直 3) に

JJr...ぃ． さ~ 1.,-. "Retention" 0 ｛直/-:.つい？も NH4[Co(NH山(NO心 (ox)] 出 0 0,先令Jf,
ぽのプぎず‘ぅ惰塩遣ょク高＜ （約 40'¼) ;:;-f-t:7アンミゾ鋒 9鼻バ直 I五追い． ,t. r-=-l 

ロムオ午ザ＇ラ)-合和趾lこおいて社られたように， 3 イ配錯陰ィブンりい庄和レたものかシ

1 す 1 価の降イオンり考賢/-:.も°Co 0,今布か｀‘みウわ 3 か；逆に 1 知錯陰イプジの知翌和

したも今か';> Iすライ恥隧イオン叶賢/-:. 60e,0 0 今布,..- /';1-とんど＇みられな“よう？＇’ぁ，た
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